
　

平
成
二
十
九
年
四
月
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
体
育
文
化
後
援
会
総
会
に
於
き
ま

し
て
、
内
藤
文
徳
前
会
長
に
代
わ
り
会

長
に
就
任
致
し
ま
し
た
、
昭
和
四
十
四

年
卒
卓
球
部
所
属
小
島
長
五
郎
で
ご
ざ

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
物
心
両
面

に
わ
た
り
ま
し
て
、
生
徒
の
体
育
文
化

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

て
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
賛
助
会
員
の
皆
様
に
も
毎
年
多
大

な
る
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
各
部
活
動
で
は

保
護
者
会
を
組
織
頂
き
、
各
大
会
や
遠

征
に
よ
る
練
習
試
合
等
に
積
極
的
に
応

援
頂
い
て
お
り
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
運
動
部
の
本
年
度
の
活
躍
は

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
特

に
南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
女
子
一
〇
〇

ｍ
ハ
ー
ド
ル
に
於
い
て
、
佐
藤　

和
さ

ん
（
三
年
生
）
が
見
事
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
文
武
両
道
を
旨
と
す
る
本
校

に
取
っ
て
は
誠
に
名
誉
で
あ
り
、
在
校

生
に
取
り
ま
し
て
も
、
大
き
な
励
み
に

成
っ
た
と
思
い
ま
す
。
入
学
当
初
よ
り

全
国
優
勝
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で

お
り
ま
し
た
が
、途
中
怪
我
に
苦
し
み
、

今
大
会
は
怪
我
を
乗
り
越
え
て
の
準
優

勝
で
し
た
。
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
次
の
目
標
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
事
！
と
、
は
っ
き

り
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

弓
道
男
子
団
体
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
は

全
国
大
会
に
出
場
し
、
ホ
ッ
ケ
ー
は
男

女
共
に
東
北
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
新
人
大
会
で
は
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
男
女
優
勝
。
弓
道
男
子
・
ホ
ッ
ケ
ー

男
女
が
共
に
準
優
勝
。
個
人
戦
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
女
子
一
位
二
位
三
位
と
独
占

し
、
弓
道
男
子
は
三
位
に
入
賞
す
る
等

大
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
部
も
各
方
面
で
活
躍
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
Ｃ
Ｓ
Ｓ
部
の
全
国
高
校
総

合
文
化
祭
、
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
、
サ
イ

エ
ン
ス
キ
ャ
ッ
ス
ル
へ
の
全
国
大
会
へ

の
出
場
、
新
聞
文
芸
部
の
全
国
高
等
学

校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
小
説
部
門
入
選
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
徒
が
安
心
し
て
部
活
動
に
励
む
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
、
ま
た
、
教
職
員

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
指
導
で
き
る
環

境
を
作
れ
る
よ
う
に
、
体
育
文
化
後
援

会
が
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に

は
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

体
育
文
化
活
動
の
支
援
に
感
謝

体
育
文
化
後
援
会
会
長　

小
　
島
　
長
五
郎
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会
員
の
皆
様
に
は
、
本
校
の
体
育
文

化
振
興
活
動
に
対
し
、
日
頃
か
ら
物
心

両
面
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
で
は
現
在
、
受
け
継
が

れ
て
き
た
「
興
譲
の
精
神
」（
①
自
他

の
生
命
を
尊
重
す
る
精
神 

②
己
を
磨

き
、
誠
を
尽
く
す
精
神 

③
世
の
た
め

に
尽
く
す
精
神
）
を
教
育
の
根
幹
に
据

え
、
文
武
両
道
、
質
実
剛
健
、
そ
し
て

進
取
の
気
風
の
も
と
に
、
豊
か
な
知
性

と
人
間
性
を
備
え
「
高
い
志
を
も
っ
て

新
た
な
価
値
創
造
に
挑
戦
す
る
生
徒
」

を
め
ざ
す
生
徒
像
に
掲
げ
、
そ
の
育
成

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
は
、
日
々

の
授
業
を
第
一
に
、
探
究
的
な
学
習
活

動
や
部
活
動
、
自
治
会
活
動
な
ど
に
一

日
の
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
活
用

し
、
仲
間
と
共
に
創
意
工
夫
し
な
が
ら

意
欲
的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

お
陰
様
で
今
年
も
様
々
な
活
動
に
お

い
て
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
そ
の
思
い

を
引
継
ぎ
、
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
、
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
繋
ぐ
多
く
の
活
躍
が

あ
り
ま
し
た
。
運
動
部
で
は
全
て
の
部

が
県
大
会
に
出
場
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
、陸
上
部
、ホ
ッ
ケ
ー
部
、弓
道
部
、

卓
球
部
、
水
泳
部
が
東
北
大
会
に
出
場

を
果
た
し
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子
が
第
三

位
と
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
県
で

は
四
十
五
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
南

東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は
、
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
部
が
出
場
、
女
子
団
体
で
は
惜
し

く
も
ベ
ス
ト
８
入
り
を
逸
し
た
も
の
の

最
後
ま
で
諦
め
な
い
興
譲
館
ら
し
い
戦

い
ぶ
り
で
し
た
。
さ
ら
に
陸
上
女
子
一

〇
〇
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
は
、
ま
さ
に
「
不

撓
不
屈
」
の
精
神
で
「
準
優
勝
」
と
い

う
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
、
多
く
の

県
民
、
在
校
生
に
大
き
な
感
動
と
勇
気

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
共
に
汗
を
流

し
た
同
期
の
仲
間
や
部
員
の
応
援
、
保

護
者
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
の
支
援
に
よ

り
為
し
得
た
も
の
で
あ
り
、
興
譲
館
陸

上
部
に
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
刻
み
ま
し

た
。
ま
た
新
人
大
会
で
は
、
弓
道
男
子

団
体
が
全
国
選
抜
大
会
に
出
場
、
予
選

を
一
位
通
過
し
ま
し
た
が
決
勝
一
回
戦

で
敗
退
、
次
年
度
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
文
化
部
に
お
い
て
は
、
吹
奏

楽
研
究
ク
ラ
ブ
が
県
大
会
で
金
賞
を
獲

得
、
調
理
科
学
部
が
「
舘
山
り
ん
ご
」

や
「
ア
ル
フ
ァ
化
米
粉
」
を
使
っ
た
レ

シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
、
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ

ブ
が
日
本
学
生
科
学
賞
の
県
審
査
で
最

優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
と
優
秀
賞
を
受

賞
す
る
な
ど
、
着
実
に
力
を
付
け
て
活

躍
し
ま
し
た
。
部
活
動
以
外
の
活
動
と

し
て
、
今
年
度
か
ら
さ
ら
に
五
年
間
、

継
続
実
践
校
に
指
定
さ
れ
た
文
科
省
の

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

で
は
、
生
徒
は
様
々
な
科
学
的
研
究
活

動
に
取
組
み
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
今
年
度
も
「
科
学
の

甲
子
園
」
山
形
県
大
会
に
お
い
て
上
位

一
、
二
位
と
リ
ケ
ジ
ョ
奨
励
賞
を
独

占
、
み
ご
と
四
連
覇
を
達
成
し
三
月
に

行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
県
内
の
学
校
か
ら

一
二
九
テ
ー
マ
で
探
究
的
な
学
習
の
成

果
発
表
が
行
わ
れ
た
「
山
形
県
サ
イ
エ

ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
本
校
チ
ー

ム
が
昨
年
に
続
き
最
優
秀
賞
を
獲
得
、

二
年
連
続
で
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
・

自
然
科
学
部
門
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、
本
校
の
音
楽
部
や
吹
奏

楽
研
究
ク
ラ
ブ
が
続
け
て
き
た
福
祉
施

設
へ
の
訪
問
に
よ
る
高
齢
者
と
の
ふ
れ

あ
い
や
地
域
コ
ミ
セ
ン
へ
の
参
加
、
部

活
動
単
位
で
の
老
人
宅
の
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
こ

の
た
び
社
会
福
祉
事
業
協
力
者
・
奉
仕

者
団
体
と
し
て
、
米
沢
・
福
祉
市
民
大

会
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
本
校
生
徒
が
多
方
面
に
わ
た
り
活

躍
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
本
会
を
は
じ

め
本
校
の
関
係
諸
団
体
や
先
輩
諸
氏
の

皆
様
の
支
え
に
よ
る
賜
で
あ
り
、
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
の
変
化
が
激
し
く
、
第
四
次
産

業
革
命
と
か
第
五
次
社
会
の
到
来
な
ど

と
称
さ
れ
る
今
日
、
新
た
な
世
界
に
果

敢
に
挑
戦
し
、
他
と
協
働
し
て
課
題
を

解
決
す
る
力
、
失
敗
に
も
め
げ
ず
に
や

り
抜
く
力
、
生
涯
に
渡
っ
て
学
び
続
け

る
姿
勢
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
生

き
る
力
と
し
て
益
々
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
部
活
動
や
探
究
的
な
学
習
活
動

は
、
こ
の
よ
う
な
力
や
資
質
を
育
み
、

将
来
様
々
な
分
野
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
生
徒
の
土
台
づ

く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
興
譲
館

の
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
高

い
志
を
持
ち
新
た
な
価
値
創
造
に
挑
戦

す
る
興
譲
館
生
の
育
成
を
目
指
し
、
生

徒
・
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

本
会
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
会
員
皆
様
の

ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
繋
ぐ
「
興
譲
の
精
神
」

～
さ
ら
な
る
高
み
を
め
ざ
し
て
～
　
　
　
　
　

校　

長　

横
　
戸
　
　
　
隆
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平
成
29
年
度
　
事
業
報
告

１　

理
事
・
幹
事
合
同
会
議

　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
四
月
十
九
日
㈬

本
校
会
議
室

・
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
（
案
）
及
び

収
支
決
算
報
告
（
案
）

・
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

・
役
員
構
成
に
つ
い
て

２　

総　

会

　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
六
日
㈬

本
校
講
堂

・
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
報
告

・
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算

・
役
員
構
成
に
つ
い
て

３　

各
部
Ｏ
Ｂ
代
表
・
部
活
顧
問
と
の
顔
合
わ
せ
会

（
Ｏ
Ｂ
会
連
合
主
催
）

　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
十
八
日
㈭

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
ビ
ュ
ー
米
沢

・
部
活
動
顧
問
自
己
紹
介

・
各
部
Ｏ
Ｂ
会
活
動
状
況
紹
介

４　

県
高
校
総
体
壮
行
式
（
会
長
激
励
）

　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
四
日
㈬

　
　

本
校
講
堂

５　

夏
季
壮
行
式
（
会
長
激
励
）

　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
七
月
四
日
㈫

本
校
講
堂

６　

体
育
文
化
後
援
会
表
彰

　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
㈮

　

本
校
講
堂

７　

大
会
・
強
化
遠
征
等
へ
の
年
間
を
通
し
て
の

　
　

補
助

　

今
回
の
部
活
Ｏ
Ｂ
会
連
合
第
三
十
四
回
Ｏ
Ｂ
大
会

は
、
長
年
会
長
と
し
て
御
尽
力
頂
い
た
土
澤
幸
雄
氏

に
代
わ
り
新
会
長
佐
藤
功
氏
に
よ
る
Ｏ
Ｂ
大
会
の
開

催
で
あ
り
、
弓
道
部
、
バ
レ
ー
部
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
の

幹
事
部
に
よ
り「
世
代
を
超
え
、部
の
垣
根
を
越
え
、

Ｏ
Ｂ
会
連
合
の
輪
を
広
げ　

絆
を
固
め
よ
う
」
の
本

会
の
変
わ
ら
ぬ
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
臨
み
ま
し
た
。

　

前
会
長
の
土
澤
氏
に
は
、
本
会
の
維
持
運
営
に
関

す
る
長
年
の
御
尽
力
に
対
し
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て

の
花
束
贈
呈
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
毎
年
一
回
の
部
活
Ｏ
Ｂ
会
連
合
大
会
で
す

が
、
期
末
試
験
や
受
験
対
策
で
お
忙
し
い
な
か
興
譲

館
当
局
か
ら
横
戸
校
長
・
海
和
教
頭
・
各
部
顧
問
の

先
生
方
多
数
を
お
招
き
し
て
の
大
会
で
し
た
が
、
各

部
の
顧
問
先
生
か
ら
今
年
度
の
活
動
報
告
な
ど
を
し

て
い
た
だ
き
現
状
把
握
が
で
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
各
部
の

垣
根
を
越
え
て
先
輩
、
後
輩
が
和
気
藹
々
と
談
笑
す

る
姿
が
至
る
処
で
み
ら
れ
、
横
の
つ
な
が
り
な
ど
も

で
き
、
ま
た
興
譲
館
Ｏ
Ｂ
と
し
て
絆
が
で
き
有
意
義

な
時
間
で
し
た
。

　

今
回
の
大
会
の
特
徴
は
、
参
加
人
数
も
多
数
で
し

た
が
平
成
卒
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
参
加
が
五
十
四
名

だ
っ
た
事
で
、
若
返
り
が
進
み
ま
す
ま
す
本
会
の
発

展
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
我
が
弓
道
部
の
全
国
大
会
出
場
費
用
と
し

て
、
急
な
こ
と
で
の
カ
ン
パ
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
大

な
浄
財
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

　

私
が
初
め
て
白
布
マ
ラ
ソ
ン
を
経
験
し
た
の
は
昭

和
三
十
一
年
、
一
年
生
の
時
で
あ
る
。
約
六
〇
〇
名

の
男
子
生
徒
が
旧
校
舎
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
現
：
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
）か
ら
白
布
温
泉
手
前
の
ゴ
ー
ル（
高

橋
）を
目
指
し
た
。夕
刻
か
ら
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

の
も
と
、
全
ク
ラ
ス
参
加
の
出
し
物
が
あ
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
珠
玉
の
よ
う
な
思
い
出
を
持
つ
学
年
が
、

土
澤
幸
雄
先
生
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
は
じ
ま
っ
た

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
今
回
が
十
七
回
目
で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
九
月
十
六
日
、
参
加
チ
ー
ム
は
昭
和
四
十

一
、
四
十
三
、
四
十
九
、
そ
し
て
五
十
一
年
の
四
学

年
と
、
個
人
が
平
成
三
年
卒
の
佐
々
木
謙
介
君
。

　

最
初
に
ゴ
ー
ル
し
た
の
は
今
年
還
暦
を
迎
え
た
五

十
一
年
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
例
年
の
よ
う
に
各
チ
ー

ム
一
時
間
二
十
五
分
前
後
で
ゴ
ー
ル
。

　

な
お
、
道
路
に
落
ち
て
い
た
、
ご
み
を
拾
い
な
が

ら
走
る
個
人
参
加
の
佐
々
木
君
の
姿
勢
に
多
く
の
応

援
団
が
感
動
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た
仲
間

は
、
夕
刻
か
ら
行
わ
れ
た
同
窓
会
の
集
い
に
も
参
加

さ
れ
て
意
義
深
い
一
日
を
持
た
れ
た
。

白
布
マ
ラ
ソ
ン
Ｏ
Ｂ
大
会
報
告

　
　

遠
　
藤
　
岩
　
根

す
。

　

今
後
と
も
本
会
が
発
展
す
る
こ
と
を
望
み
、
今
回

の
実
行
委
員
長
と
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

実
行
委
員
長　
　

白
　
田
　
　
　
悟

（
昭
和
四
十
年
卒
弓
道
部
Ｏ
Ｂ
）

米
沢
興
譲
館
部
活
Ｏ
Ｂ
会
連
合

　

平
成
二
十
九
年
度

　
　

部
活
Ｏ
Ｂ
会
連
合
大
会
に
つ
い
て
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保護者会等の後援組織
部　名（会の名称） 会　　長 副会長

野 球 部 加藤　雅史 齋藤　一徳・武井　恒昭

柔 道 部 未　定

剣 道 部 渡部　克美 髙橋　久義

ホ ッ ケ ー 部 内谷　新悟 堤　　　治・辻崎　嘉伸

バ ス ケ 佐藤　知由 戸田　雄市・杉本　俊之
鷲尾　勇喜 近野　　守・田村　輝美

フ ェ ン シ ン グ 鈴木　　進 塩島　有紀・大西かおり

サ ッ カ ー 藤田　幸生 永井　道広・嵐田　義則

バ レ ー 矢ノ目直樹

女 子 ソ フ ト テ ニ ス 髙橋　実香 青柳　陽一

バ ド ミ ン ト ン 黒金　　顕

no 活動名 組 氏名 活動成績

１ 陸上 3－5 佐藤　　和

平成29年度全国高等学校総合体育大会

陸上競技　女子100Mハードル

準優勝

２
興譲館

Ｂチーム

2－1 嶋貫　太一

平成29年度　科学の甲子園山形県大会

総合第１位　（４連覇）

３月茨城県つくば市で行われる全国大会への出場権を獲得。

2－1 宍戸　文哉
2－2 渡邉　寿斗
2－2 内谷　梨子
2－3 淀野　吏貴
2－3 金子ののか
2－3 笹木　大輝
2－3 神尾　柊杜

体育文化後援会 表彰者一覧
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私
は
山
形
県
で
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
一
〇
〇
ｍ
Ｈ
で
出
場
し
ま
し
た
。
試
合

当
日
は
よ
い
緊
張
感
で
臨
み
ま
し
た
。
予
選

で
レ
ー
ス
の
感
覚
を
掴
ん
だ
こ
と
で
準
決
勝

で
は
よ
り
積
極
的
な
走
り
で
自
己
ベ
ス
ト
を

更
新

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た
。

全
体

の
二

位
の

タ
イ
ム
で
決
勝
に
進
み
、
ス
タ
ー
ト
に
立
っ

た
時
、
競
技
場
に
響
き
渡
る
応
援
に
力
を
も

ら
い
ま
し
た
。
必
ず
優
勝
す
る
と
強
く
思
い

走
り
ま
し
た
が
、
結
果
は
準
優
勝
で
し
た
。

と
て
も
悔
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
全
国

の
舞
台
で
自
分
の
レ
ー
ス
が
で
き
た
こ
と
は

大
き
な
自
信
と
な
り
ま
し
た
。
高
校
三
年
間

の
集
大
成
と
し
て
地
元
山
形
県
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
走
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
努

力
を
続
け
、
次
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目

標
に
頑
張
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
応
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

僕
は
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
、
全

国
選
抜
卓
球
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

全
国
大
会
に
シ
ン
グ
ル
ス
で
出
場
す
る
こ

と
が
目
標
だ
っ
た
の
で
、
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

大
会
会
場
で
は
、
練
習
の
と
き
か
ら
音
楽

が
流
れ
、
選
手
の
や
る
気
を
誘
発
し
て
い
た

の
で
よ
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
練
習
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
周
り
を
見
る

と
全
国
に
名
を
連
ね
る
人
や
世
界
大
会
に
出

場
し
て
い
る
人
も
い
て
興
奮
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
一
勝
一
敗
で
予
選
リ
ー
グ
で
敗
退

し
て
し
ま
い
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
残
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
良
い
経
験
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
僕
は
大
学
に
進
学
し
て
も
卓
球

を
続
け
ま
す
。
僕
の
志
望
し
て
い
る
大
学
は
、

卓
球
が
と
て
も
強
い
国
立
大
学
で
す
。
そ
こ

で
日
々
の
練
習
を
積
み
重
ね
て
全
国
大
会
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
勉
強
も
お
ろ
そ
か
に

す
る
こ
と
な
く
良
い
成
績
を
残
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

読
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

私
は
県
選
抜
弓
道
大
会
で
団
体
優
勝
、
県
新

人
大
会
で
団
体
準
優
勝
、
個
人
三
位
と
な
り
、

団
体
と
個
人
で
東
北
選
抜
大
会
、
団
体
で
全
国

選
抜
大
会
、
東
日
本
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

東
北
大
会

で
の
意
気
込

み
と
し
て
団

体
で
は
全
国

に
繋
が
る
射

を
す
る
こ
と
、

個
人
で
は
気
負
わ
ず
堂
々
と
引
く
と
い
う
気
持

ち
で
臨
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
場
の
緊
張
感

と
慣
れ
て
い
な
い
屋
内
弓
道
場
に
完
全
に
飲
ま

れ
、
決
勝
に
進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

滋
賀
の
全
国
大
会
で
は
東
北
大
会
以
上
の
強

豪
校
が
出
揃
い
、
会
場
の
雰
囲
気
も
高
揚
感
に

包
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
予
想
し
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
夏
、
秋
の
二
度
の
東
北
大
会
の
経
験
を
糧

に
、
自
分
が
落
ち
着
い
て
丁
寧
に
弓
を
引
い
て

チ
ー
ム
を
牽
引
し
、
四
人
＋
顧
問
で
好
成
績
を

残
せ
る
よ
う
、
頑
張
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て

陸
上
部
　
佐
藤
　
　
和

上
級
大
会
出
場
者
か
ら

全
国
選
抜
卓
球
大
会
に
参
加
し
て

卓
球
部
　
片
桐
　
圭
紀

東
北
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
に

出
場
し
て

弓
道
部
　
佐
藤
麟
太
郎

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
　
渡
部
　
有
未

　

私
た
ち
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
八
月
に
宮
城

県
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
総
体
に
出
場
し
ま

し
た
。

　

昨
年
の
大
会
で
は
、
自
分
の
力
不
足
で
先

輩
方
の
力
に
な
れ
ず
悔
し
い
思
い
を
し
て
い

た
の
で
、
自
分
が
必
ず
チ
ー
ム
に
勝
利
を
導

け
る
選
手
な
る
と
い
う
気
持
ち
で
こ
の
一
年

間
、
練
習
に
向
き
合
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
そ
の
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
全
国
高
校
総
体

直
前
に
手
の
手
術
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
り
、
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
大
会
を
む
か

え
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
強
い
気
持
ち
で
全
国

の
舞
台
に
挑
め
た
の
は
仲
間
や
先
生
方
、
保

護
者
の
方
々
の
声
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
団

体
戦
で
は
三
回
戦
で
敗
れ
は
し
た
も
の
の
、

シ
ー
ド
校
と
ベ
ス
ト
８
を
賭
け
て
校
長
先
生

や
、
山
形
県
の
選
手
た
ち
、
保
護
者
の
方
々

の
応
援
の
中
、
接
戦
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　

　

私
が
こ
の
大
会
で
学
ん
だ
の
は
、
勝
利
は

チ
ー
ム
で
掴
む
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

相
手
と
向
き
合
う
の
は
一
人
だ
と
し
て
も
、

決
し
て
一
人
で
戦
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
仲
間
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
三
年
間
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
顧
問
の
先
生
、
保
護
者
の
方
々
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
経

験
し
た
こ
と
を
原
動
力
と
し
て
、
ま
た
次
の

目
標
に
挑
戦
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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今
年
度
は
、
家
族
愛
と
友
情
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
を
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
血

の
繋
が
ら
な
い
母
親
と
兄
と
の
関
係
に
悩
む
主

人
公
が
、
転
校
生
と
の
友
情
を
通
し
て
心
を
開

い
て
い
く
、
と
い
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

執
筆
を
通
し
て
改
め
て
、
誰
か
が
身
近
に
い
て

く
れ
る
こ

と
の
有
り

難
さ
と
温

か
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

ま
た
、
人

と
支
え

合
っ
て
い

く
こ
と
の

大
切
さ
を
、

強
く
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
作
り
は
、
私
に
と
っ
て
自
分
の

力
を
高
め
る
挑
戦
と
な
り
ま
し
た
。
過
去
に
出

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
作
品
と
は
違
い
、
こ
の
作

品
に
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
比
較
的
自
分
た
ち
の
日
常
生
活
に
近
い

設
定
に
し
、
主
人
公
の
感
情
の
変
化
を
意
識
し

て
、
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
作
品
を
目

指
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
作
品
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た

だ
け
た
こ
と
を
大
変
有
り
難
く
思
い
ま
す
。
こ

の
作
品
が
、
大
切
な
人
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
残
り
少
な
い
部
活

動
を
、
更
に
自
分
を
成
長
さ
せ
ら
れ
る
充
実
し

た
も
の
に
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ッ
ス
ル
で
は
、「
火
星

の
テ
ラ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
に
お
け
る
シ
ア
ノ
バ

ク
テ
リ
ア
の
探
索
」
と
い
う
題
で
発
表
し
ま

し
た
。
毎
日
、
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ッ
ス
ル
に

向
け
て
準
備
す
る
こ
と
は
大
変
で
し
た
が
、

私
が
参
加
で
き
ず
に
負
担
が
大
き
く
な
り
な

が
ら
も
研
究
を
進
め
て
く
れ
た
同
じ
研
究

チ
ー
ム
の
三
人
や
、
去
年
シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ

ア
の
研
究
を
し
た
先
輩
方
の
頑
張
り
が
励
み

に
な
り
ま
し
た
。
た
っ
た
七
分
間
の
発
表
で

す
が
、
夜
遅
く
ま
で
残
っ
て
研
究
を
進
め
て

き
た
そ
の
成
果
を
発
表
し
、
賞
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
だ
け
で
な
く
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
マ
レ
ー
シ
ア
の
生
徒
と
も
交
流
を
深
め
、

文
化
や
感
覚
の
違
い
が
発
見
で
き
て
面
白

か
っ
た
で
す
。
海
外
に
行
く
と
き
は
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
い
れ
て
友
達
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
ゲ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
、
帰
国
し
た
と
き
に

後
悔
し
な
い
秘
訣
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
回
は
マ

リ
ー
ナ
・
ベ

イ
・
サ
ン
ズ
の

中
に
入
る
こ
と

が
で
き
、
と
て

も
感
動
し
ま
し

た
。
次
に
来
る

と
き
に
は
泊
ま

り
た
い
で
す
！！

　

今
年
の
七
月
に
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加

し
ま
し
た
。
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
と
は
毎
年
七

月
末
に
鶴
岡
市
の
慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命

科
学
研
究
所
で
行
わ
れ
る
、
生
物
分
野
の
研

究
発
表
会
で
す
。
私
は
部
活
で
魚
の
骨
の
変

異
体
の
研
究

を
し
て
い
て
、

今
年
は
二
回

目
の
参
加
で

し
た
。
昨
年
は

先
輩
の
研
究

発
表
を
聞
く

だ
け
で
し
た

が
、
今
年
は
自

分
が
発
表
す
る
立
場
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し

た
。

　

発
表
で
は
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
審
査

員
は
皆
最
先
端
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
研
究

者
で
あ
る
た
め
、
鋭
い
質
問
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。
悔
し
か
っ
た
で
す
が
、
と
て
も
よ
い

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
校
の
生
徒

の
研
究
発
表
を
聞
き
ま
し
た
が
、
自
分
の
研

究
よ
り
レ
ベ
ル
が
高
く
驚
き
ま
し
た
。
驚
い

た
の
と
同
時
に
、
学
べ
る
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
今
後
の
研
究
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
色
々
な
意
味
で
成
長
で
き

た
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
宮
城
県
石
巻
市
で
開
催
さ
れ
た
全

国
高
総
文
祭
の
自
然
科
学
部
門
に
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
私
は
本
校
と
山
形
大
学
工
学
部

の
城
戸
淳
二
教
授
が
主
催
す
る
「
城
戸
淳
二

塾
」
に
入
塾
し
、
山
形
大
学
工
学
部
の
西
岡

彰
浩
教
授
の
下
で
「
米
粉
パ
ン
と
焼
成
温

度
・
時
間
の
関
係
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
全
国
高

総
文
祭
で
は
こ
の
テ
ー
マ
で
研
究
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
専
門
用
語
を
知
ら
な
い
人
に
も
伝

わ
り
や
す
い
よ
う
自
分
な
り
に
工
夫
し
な
が

ら
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
段
ど

お
り
の
発
表
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
私
が

一
番
伝
え
た
か
っ
た
「
米
粉
パ
ン
の
魅
力
」

が
聞
い
て
く
れ
た
人
に
は
伝
わ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
表
後

に
は
様
々
な
意
見
や
質
問
を
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
糧
と
な
り
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
高
校
生
活
最
後
の
研
究
発

表
の
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
悔
い
も
残
ら
ず

貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
発
表
会
に
は
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
後
輩
達
も
応
援
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。
大
会
中
の
交
流
や
巡
検
を
通
し

て
部
全
体
の
絆

も
深
ま
っ
た
と

思
い
ま
す
。
後

輩
達
に
は
来
年

度
に
向
け
て
、

楽
し
く
研
究
活

動
を
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

第
三
十
二
回
全
国
高
等
学
校
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

小
説
部
門 

入
選
　
～
挑
戦
～

新
聞
文
芸
部
　
原
田
夕
華
子

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ッ
ス
ル

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
会
を
経
験
し
て

Ｃ
Ｓ
Ｓ
部
　
横
山
　
夏
海

バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て

Ｃ
Ｓ
Ｓ
部
　
白
石
　
茜
莉

全
国
高
総
文
祭
を
終
え
て

Ｃ
Ｓ
Ｓ
部
　
渡
邊
　
千
紗
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顧　
　
　

問　

丸　

山　

あ
き
子

田　

近　

裕　

子

前　

部　

長　

服　

部　

歩　

果

現　

部　

長　

松　

田　

千　

穂

顧　
　
　

問　

土　

井　

広　

一

　
　
　
　
　
　

進　

藤　

美　

沙

前　

部　

長　

大　

町　

愛
緒
衣

現　

部　

長　

鹿　

俣　

紗　

那

顧　
　
　

問　

芳　

賀　

有
美
子

前　

部　

長　

多　

田　

綾　

乃

現　

部　

長　

宍　

戸　

脩　

将

顧　
　
　

問　

渡　

部　

弘　

美

　
　
　
　
　
　

宮　

下　

説　

子

前　

部　

長　

本　

田　

愛　

莉

現　

部　

長　

森　

下　

由　

梨

平
成
29
年
度
部
活
動

活 

動 

報 

告

文  
化  

部

　

美
術
部
の一
年

　

私
た
ち
美
術
部
は
、
現
在
二
年
生
六
名
、一年

生
三
名
の
計
九
名
で
毎
日
活
動
し
て
い
ま
す
。

油
彩
を
は
じ
め
、
水
彩
や
立
体
制
作
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

六
月
の
美
術
部
員
・
Ｏ
Ｂ
合
同
展
で
は
Ｏ
Ｂ
の

方
々
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
自
分
の
感
性
に

磨
き
を
か
け
る
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
を
見

つ
け
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
八
月
の
地
区

高
校
美
術
展
で
は
、
全
員
が
出
展
し
、一名
が
特

選
、
三
名
が
奨
励
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十

月
の
県
高
校
美
術
展
で
は
、
県
内
の
高
校
生
の

作
品
か
ら
多
く
の

刺
激
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
て
、
と
て

も
良
い
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
仲
間
た

ち
と
切
磋
琢
磨
を

重
ね
、
自
分
ら
し

さ
を
よ
り
表
現
で

き
る
よ
う
活
動
し

て
い
く
所
存
で
す
の

で
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

　

吹
奏
楽
研
究
ク
ラ
ブ
は
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ルへの

出
場
や
定
期
演
奏
会
の
開
催
、
施
設
を
訪
問
し

て
の
出
前
ラ
イ
ヴ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン

ク
ー
ル
の
み
な
ら
ず
、
一
致
団
結
し
一つ
の
作
品
を

作
り
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
充
実
感
や
、
聴
き

手
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
際
の
喜
び
は
、

音
楽
に
携
わ
る
者
の
特
権
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
の
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、「
中

国
の
不
思
議
な
役
人
」
と
い
う
曲
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
東
北
大
会
出
場
を
目
標
に
掲
げ
活
動
し

て
き
ま
し
た
が
、

結
果
は
惜
し
く
も

涙
を
の
む
も
の
で

し
た
。
し
か
し
、

興
譲
館
と
し
て
は

数
年
ぶ
り
の
県
大

会
金
賞
を
い
た
だ

き
、
全
員
で
喜
び

を
分
か
ち
合
う
こ

と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
三
年
生

の
先
輩
方
が
何
度

も
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
ふ

れ
て
い
た
光
景
を

忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
多
く
の
方
に
楽

し
ん
で
頂
け
る
よ

う
、
精
進
す
る
所

存
で
す
。

　

新
聞
・
文
芸
部
の
活
動

　

日
頃
、
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い

る
私
た
ち
は
火
曜
日
と
木
曜
日
の
週
に
二
回
、

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
常
活
動
と
し
て
は
日

頃
か
ら
読
書
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル
は
問

わ
ず
各
々
、
好
き
な
本
を
読
ん
で
技
術
を
向
上

さ
せ
て
い
ま
す
。
好
き
と
い
う
最
大
の
原
動
力
を

も
っ
て
自
分
の
思
う
課
題
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て

い
く
よ
う
な
活
動
を
日
頃
か
ら
行
って
い
ま
す
。

　

年
間
を
通
し
て
は
主
に
新
聞
講
習
会
や
文
芸

講
習
会
な
ど
に
参
加
し
、
他
校
と
の
交
流
の
中

で
自
分
の
考
え
と
他

の
人
の
考
え
な
ど
を

対
比
さ
せ
な
が
ら
、

自
身
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
成
果
は
こ
れ
か
ら

発
行
す
る
小
説
と
新

聞
に
如
実
に
表
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

期
待
下
さ
い
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

「
調
理
科
学
部
の一
年
」

　

調
理
科
学
部
は
調
理
、
科
学
研
究
、
茶
道
な

ど
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

畑
に
は
里
芋
や
雪
菜
な
ど
を
農
家
の
方
を
招
い

て
栽
培
し
ま
し
た
。
今
年
の
興
譲
祭
で
は
定
番

の
ワ
ッ
フ
ル
と
新
た
に
レ
モ
ン
ケ
ー
キ
を
販
売
し
ま

し
た
。
レ
モ
ン
ケ
ー
キ
は
四
月
か
ら
試
作
を
重
ね

い
ろ
ん
な
問
題
点
を
解
消
し
て
完
成
し
、
沢
山
の

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

茶
道
の
先
生
に
コ
ー
チ
と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
き

興
譲
祭
や
南
原
文
化
祭
で
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。
茶
道
体
験
か
ら
作
法
だ
け
で
な
く
礼
儀
や

挨
拶
な
ど
日
本
人
と
し
て
の
振
る
舞
い
も
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
り
ん
ご
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
に

参
加
し
て
グ
ラ
ン
プ
リ
と
奨
励
賞
を
受
賞
し
、
十

二
月
に
は
工
学
部
主
催
の
米
粉
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
場
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
多
彩
な
活
動
を
楽
し
め
る
の
も
顧
問

の
渡
部
先
生
、
宮
下
先
生
そ
し
て
、
家
族
の
支

援
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
多
く
の
人
に
感
謝
し
な

が
ら
こ
れ
か
ら
の
部
活
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

顧　
　
　

問　

後　

藤　

美　

穂

　
　
　
　
　
　

山　

口　

英　

雄

前　

部　

長　

澤　

根　

美　

咲

現　

部　

長　

佐　

竹　

里　

緒

　

音
楽
部
の
活
動
に
つ
い
て

　

私
達
は
、
女
声
十
二
人
・
男
声
七
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
普
段
は
発
表
会
に
向
け
て
練
習

を
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ホ
ー
ム
や
児
童
会
館
を
訪
問
し
、
施
設

の
方
々
や
子
供
た
ち
に
歌
を
披
露
し
た
り
、
一

緒
に
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
で
地
域
の
方
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

◇ 

美　

術　

部

◇ 

吹
奏
楽
研
究
ク
ラ
ブ

◇ 

新
聞
文
芸
部

◇ 

調
理
科
学
部

◇ 

音　

楽　

部
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顧　
　
　

問　

熊　

坂　
　
　

克

江　

袋　

晴　

菜

山　

口　

大　

輔

佐　

野　

友　

彦

前　

部　

長　

原　

田　

脩　

平

現　

部　

長　

白　

石　

茜　

莉

顧　
　
　

問　

松　

尾　
　
　

翠

　
　
　
　
　
　

今　

井　

康　

広

前　

部　

長　

丸　

田　

大　

空

現　

部　

長　

安　

部　

菜
々
子

　

活
動
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

　

今
年
度
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部
は
英
語
を
使
っ
て
様
々
な

活
動
を
行
って
き
ま
し
た
。
普
段
の
活
動
で
は
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ジ
ェ
イ
ミ
ー
先
生
と
会
話
や
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
実
践
的
な
英
語
力
を
身
に
つ
け
て
き
ま
し

た
。
四
月
に
は
福
島
県
に
あ
る
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュヒ

ル
ズへ
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
様
々
な
レ
ッ
ス
ン

や
買
い
物
ま
で
、
活
動
の
す
べ
て
を
英
語
で
行
う

た
め
、
楽
し
み
な
が
ら
も
、
英
語
で
自
分
の
意

見
を
伝
え
よ
う
と
す
る
積
極
性
が
身
に
つ
け
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
国
に
よ
っ
て
文
化
や

意
識
に
違
い
が
あ
る
こ
と
も
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
、
興
譲
祭
で
は
そ
れ
を
多
く
の
人
へ
伝
え
よ
う

と
様
々
な
工
夫
を
し
ま
し
た
。
十
一
月
に
は
デ
ィ

ベ
ー
ト
大
会
に
参
加
し
、
他
校
の
生
徒
の
英
語
力

に
圧
倒
さ
れ
、
自
分
た
ち
も
も
っ
と
頑
張
ら
な
け

れ
ば
、
と
感
じ
ま
し
た
。
他
に
も
、
英
語
俳
句

コ
ン
テ
ス
ト
や
絵
本

翻
訳
コ
ン
ク
ー
ル
な

ど
に
応
募
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
一
年
で
、
英

語
を
通
し
て
様
々

な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
も
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

毎
日
が
発
見

　

興
譲
館
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
で
は

日
々
、
自
分
が
興
味
の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
研
究

や
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
物
分
野
や
物
理

分
野
、
情
報
分
野
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

日
ご
ろ
の
研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
た
め
に
学
会

や
各
種
大
会
に
参
加
し
た
り
、
米
沢
で
行
わ
れ

る
お
祭
り
な
ど
で
科
学
実
験
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
年
コ
ア
Ｓ
Ｓ
ク
ラ
ブ
の
二

年
生
は
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
育
成
塾
に
参
加
し
ま
す
。

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
育
成
塾
と
は
、
山
形
大
学
工
学
部

の
研
究
室
に一
人
ず
つ
配
属
さ
せ
て
頂
き
、
大
学

生
と
と
も
に
研
究
を
行
う
取
り
組
み
で
す
。
普

段
、
高
校
で
は
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
コ

ア
Ｓ
Ｓ
ク
ラ
ブ
に

は
毎
日
、
新
し
い

発
見
が
あ
り
ま

す
。
発
見
を
楽

し
み
な
が
ら
今
後

も
活
動
を
頑
張

り
た
い
で
す
。

顧　
　
　

問　

多　

田　

貞　

春

　

五
十
嵐　

雄　

大

　

佐　

野　

友　

彦

前　

部　

長　

鈴　

木　

耕
太
朗

現　

部　

長　

佐　

藤　

豪　

郎

　

敗
北
は
自
分
た
ち
に
大
き
な
成
長
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
し
た
。
三
年
生
の
人
数
が
少
な
く
、

一・
二
年
生
も
試
合
に
出
場
で
き
る
と
い
う
チ
ー
ム

状
況
で
臨
む
こ
と
に
な
っ
た
今
年
の
夏
。
一
回
戦

は
突
破
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
が
、
二
回
戦
で

敗
退
し
ま
し
た
。
こ
の
悔
し
さ
を
拭
い
切
れ
な
い

ま
ま
、
自
分
た
ち
が
主
体
の
新
チ
ー
ム
と
な
り
、

秋
季
大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
次

予
選
で
米
沢
工
業
高
校
に
負
け
て
、
自
分
た
ち
の

「
甘
さ
」
を
、
再
び
知
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

全
員
が
本
気
に
な
っ
て
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

迎
え
た
県
大
会
で
は
、
私
立
電
波
工
業
高
校
に

地
力
の
強
さ
で
競
り
負
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
三
つ
の
敗
北
が
、
自
分
た
ち
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
、
成
長

を
続
け
て
、
必
ず
甲
子
園
に
い
き
ま
す
。

顧　
　
　

問　

落　

合　
　
　

祐

前　

部　

長　

竹　

田　

遥　

也

現　

部　

長　

柏　

倉　

拓　

斗

　

地
を
駆
け
る
者
達

　

私
た
ち
陸
上
競
技
部
は
現
在
二
年
生
十
四

名
、
一
年
生
十
名
、
計
二
十
四
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
地
区
高
校
総
体
、
地
区
新
人

大
会
な
ど
様
々
な
大
会
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り

が
日
々
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
自
分
の
目
標
を
達
成
し
た
り
、

顧　
　
　

問　

後　

藤　

由　

香

　
　
　
　
　
　

寺　

澤　
　
　

聡

前　

部　

長　

飯　

田　

静　

空

現　

部　

長　

矢
ノ
目　
　
　

樹

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
現
在
一
・
二
年
生
の

選
手
七
人
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
三
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。新
チ
ー
ム
始
動
の
際
に
、「
地
区
優
勝
・

県
ベ
ス
ト
８
」
を
目
標
に
決
め
、
毎
日
の
練
習

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
僕
た
ち
の
チ
ー
ム

は
、
高
校
か
ら
バ
レ
ー
を
始
め
た
選
手
が
半
数

以
上
で
、
最
初
は
パ
ス
も
う
ま
く
つ
な
が
ら

ず
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
毎
日
の

練
習
の
成
果
も
あ
り
、
九
月
の
安
部
杯
、
十
一

月
の
地
区
新
人
戦
で
は
三
位
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

特
に
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
夏
合
宿

で
す
。
午
前
・
午
後
・
夜
、
ひ
た
す
ら
レ
シ
ー

ブ
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
ボ
ー
ル
が
床
に
つ
く

そ
の
一
瞬
ま
で
、
全
力
で
追
い
か
け
、
み
ん
な

で
必
死
に
食
ら
い
つ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
食
事

も
野
菜
中
心
で
と
て
も
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
が
、
み
ん
な
で
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
て
い
き

ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
の
方
々
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
い

つ
も
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
結
果
で
恩
返
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
、
応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
の
方
々
は
と
て
も
喜
ん
で

く
だ
さ
り
、
私
達
も
そ
れ
を
や
り
が
い
と
し
、

自
信
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
一
人
ひ
と
り
が
歌
う
こ
と
を
楽
し
み
、
聴
く

人
の
心
に
響
く
合
唱
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

新
た
な
る
課
題
が
見
つ
か
っ
た
り
と
色
々
な
意

味
で
成
長
し
た
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
現
在
は
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
り
、
冬
季
練
習

に
入
り
ま
し
た
。
大
会
が
な
く
意
識
が
低
下
し

が
ち
な
冬
期
間
で
ど
れ
だ
け
目
標
を
高
く
持
ち

質
の
高
い
練
習
が
で
き
る
か
が
来
年
の
結
果
を

大
き
く
左
右
し
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
中
で
見
つ
け

た
個
人
の
課
題
を
改
善
す
る
た
め
に
気
を
抜
か

ず
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。立
ち
止
ま
ら
ず
、

陸
上
部
み
ん
な
で
走
っ
て
、
走
っ
て
、
走
り
ま

く
り
ま
す
！

◇ 
Ｅ　

Ｓ　

Ｓ

◇ 

Ｃ
Ｓ
Ｓ
部

◇ 

野　

球　

部

運  

動  

部

◇ 

陸
上
競
技
部

◇ 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
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顧　
　
　

問　

西　

部　

智　

広

　
　
　
　
　
　

石　

黒　

吉　

寛

今　

井　

康　

広

前　

部　

長　

水
戸
部　

龍　

介

現　

部　

長　

黒　

金　

仰　

太

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
西
部
先
生
、
石
黒
先
生
、

今
井
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、三
年
生
十
七
名
、

二
年
生
十
六
名
、
一
年
生
十
一
名
の
計
四
十
四
名

で
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
三
年
生
の
最
後
の

大
会
で
あ
る
地
区
高
校
総
体
に
向
け
て
、
一年
生

か
ら
三
年
生
ま
で
チ
ー
ム一丸
と
な
って
大
会
に
臨

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
年
生
が
引
退
し
て
、

地
区
新
人
大
会
を
迎
え

ま
し
た
が
、
全
員
で
県
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に

し
て
、
日
々
の
練
習
の一
球

一
球
を
大
事
に
し
、
目
標

で
あ
る
県
大
会
出
場
を
目

指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
チ
ー
ム

の
団
結
力
も
さ
ら
に
深
め

て
い
き
、
県
大
会
出
場
よ

り
上
の
高
み
を
チ
ー
ム
全

員
で
目
指
し
て
い
き
た
い
で

す
。

顧　
　
　

問　

齋　

藤　

幸　

司

　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

優

前　

部　

長　

川　

上　

悠　

真

現　

部　

長　

藤　

田　

歩　

夢

顧　
　
　

問　

廣　

瀬　

辰　

平

山　

口　

大　

輔

前　

部　

長　

小　

池　

直　

輝

現　

部　

長　

佐　

藤　

康　

太

　

今
年
度
の
反
省
と
来
年
度
の
抱
負

　

本
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
目
標
で
あ
る
『
県
優
勝
・

Ｙ
１
昇
格
』
の
実
現
に
向
け
て
、
チ
ー
ム一
丸
と

な
り
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

春
の
地
区
総
体
で
は
、
地
区
三
位
と
い
う
成

績
で
県
大
会
に
駒
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

　

後
悔
し
な
い
よ
う
に

　

今
年
度
、
私
た
ち
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
は
三
年
生
四
名
、
二
年
生
九
名
、
一
年
生
十

三
名
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

優
勝
を
目
標
に
臨
ん
だ
地
区
総
体
で
は
、
一

回
戦
は
勝
利
し
た
も
の
の
二
回
戦
で
敗
戦
と
い

う
結
果
で
し
た
。
そ
こ
で
の
悔
し
さ
を
受
け
て

更
に
練
習
を
重
ね
て
、
三
年
生
と
の
最
後
の
大

会
、
県
高
校
総
体
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
の
大
会

で
は
一
回
戦
を
突
破
し
二
回
戦
で
惜
し
く
も
敗

北
。
負
け
て
し
ま
い
悔
し
さ
も
あ
り
ま
し
た

顧　
　
　

問　

小　

林　

啓　

明

　
　
　
　
　
　

山　

口　

大　

輔

前　

部　

長　

片　

平　
　
　

涼

現　

部　

長　

廣　

居　
　
　

栞

　

「
日
々
前
進
」

　

今
年
度
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
三
年

生
六
名
、
二
年
生
六
名
、
一
年
生
六
名
の
計
十
八

名
で
始
動
し
ま
し
た
。
地
区
高
校
総
体
で
は
初
戦

は
突
破
し
た
も
の
の
、
準
決
勝
で
敗
れ
、
目
標
で

あ
っ
た
地
区
優
勝
は
果
た
す
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
県
高
校
総
体
に
向
け
て
、

自
分
達
の
伸
ば
す
べ
き
長
所
は
ど
こ
か
、
改
善
す

べ
き
課
題
は
ど
こ
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
、
日
々

練
習
に
励
み
ま
し
た
。
県
高
校
総
体
で
は
東
海
大

山
形
高
校
と
対
戦
し
、
惜
し
く
も
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
先
輩
方
か
ら
は
ボ
ー
ル
へ
の
執
着

心
、
勝
利
へ
の
こ
だ
わ
り
、
最
後
ま
で
諦
め
な
い

強
い
気
持
ち
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
個
性
あ
る
私
達
の
こ
と
を
ま
と
め
、
引
っ

張
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
に
は
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

新
チ
ー
ム
で
は
強
い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
基
盤

に
、
部
員
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
点

を
取
れ
る
よ
う
な
チ
ー
ム
、
そ
し
て
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
の
速
い
、
走
れ
る
チ
ー
ム
に
な
れ
る
よ
う

た
。
県
大
会
で
は
一
回
戦
を
快
勝
し
、
続
く
羽

黒
高
校
と
の
二
回
戦
は
全
力
を
尽
く
し
た
も
の

の
悔
し
い
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

春
の
悔
し
さ
を
胸
に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
チ
ー
ム

で
し
た
が
、
自
分
た
ち
の
思
う
よ
う
な
プ
レ
ー
が

で
き
ず
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
日
々
の
練
習
で
、
こ

れ
か
ら
目
指
す
べ
き
方

向
性
を
チ
ー
ム
全
員
で

共
有
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
チ
ー
ム

力
を
向
上
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
臨
ん
だ
県
新

人
大
会
で
は
、
初
戦
の

強
豪
校
山
形
中
央
高
校

に
敗
れ
は
し
た
も
の

の
、
次
に
つ
な
が
る
試

合
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
私
た
ち
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
々
、
サ
ッ
カ
ー
が
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

が
、先
輩
方
の
諦
め
な
い
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

先
輩
方
が
引
退
し
、
今
私
た
ち
は
昨
年
同

様
、
地
区
優
勝
を
目
標
に
走
る
チ
ー
ム
を
目
指

し
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
人
戦
は
今
年
度
か
ら
リ
ー
グ
戦
に
な
っ

て
、
結
果
は
二
戦
二
敗
と
い
う
苦
し
い
結
果
で

し
た
。
自
分
た
ち
の
課
題
が
た
く
さ
ん
見
つ

か
っ
た
と
と
も
に
、
今
の
ま
ま
で
は
後
悔
す
る

結
果
に
な
る
と
、
自
分
た
ち
の
練
習
を
見
つ
め

直
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
高
校

総
体
で
今
回
こ
そ
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
、

後
悔
し
な
い
結
果
で
終
わ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
の
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　

残
り
半
年
程
度
の
短
い
時
間
で
す
が
、
自
分

た
ち
に
関
わ
る
全
て
の
人
へ
の
感
謝
の
意
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、チ
ー
ム
一
丸
で
頑
張
り
ま
す
。

に
日
々
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
地
区
新
人
大

会
で
は
、
初
戦
勝
利
し
ま
し
た
が
、
一
番
の
ラ
イ

バ
ル
と
も
い
え
る
九
里
学
園
高
校
に
代
表
決
定

戦
で
負
け
て
し
ま
い
、
県
大
会
へ
の
出
場
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
大
会
の
中
で
も
試
合

を
重
ね
る
毎
に
確
か
な
成
長
が
感
じ
ら
れ
、
多
く

の
収
穫
と
課
題
を
得
た
大
会
で
し
た
。
興
譲
館
の

練
習
時
間
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
練
習

の
質
を
大
事
に
、
全
員
が
意
図
を
持
っ
た
練
習
を

出
来
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

私
達
に
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
る
顧
問
の
先
生

方
、
応
援
や
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
保
護
者
の

方
々
、先
輩
方
に
感
謝
し
、自
分
達
ら
し
い
プ
レ
ー

が
出
来
る
よ
う
に
、
部
員
全
員
で
目
標
に
向
か
っ

て
日
々
前
進
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

顧　
　
　

問　

猪　

俣　

幸　

一

　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

謙　

汰

前　

部　

長　

竹　

田　

優　

斗

現　

部　

長　

村　

山　

竜　

輝

　

私
た
ち
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
三
年
生
六
名
、

二
年
生
十
名
、
一
年
生
十
二
名
で
活
動
し
て
き
ま

し
た
。

　

地
区
高
校
総
体
で
は
、
久
々
に
団
体
優
勝
を

果
せ
ま
し
た
が
、
個
人
で
は
三
ペ
ア
が
県
高
校
総

体
への
出
場
権
を
獲
得
し
た
の
み
に
止
ま
り
ま
し

た
。

　

続
く
県
高
校
総
体

で
は
、
団
体
地
区
一

位
と
し
て
臨
ん
だ
も

の
の
、
個
人
・
団
体

六
試
合
全
敗
戦
と
悲

惨
な
結
果
で
し
た
。

　

地
区
高
校
新
人
大

会
で
は
、
団
体
は
今

回
も
優
勝
で
き
、
個

人
も
二
年
村
山
・
澤

村
ペ
ア
が
優
勝
、
一
年

髙
野
・
鈴
木
ペ
ア
が

三
位
（
準
決
勝
で
村

山
・
澤
村
に
フ
ァ
イ
ナ

ル
負
け
）、
同
今
井
・

◇ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

◇ 

サ
ッ
カ
ー
部

◇ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子

◇ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子

◇ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子
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顧　
　
　

問　

狩　

野　

章　

和

　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

謙　

汰

前　

部　

長　

菅　

野　

理　

穂

現　

部　

長　

髙　

橋　

奈　

都

顧　
　
　

問　

小　

原　

秀　

樹

　
　
　
　
　
　

山　

口　

英　

雄

前　

部　

長　

金　

子　

綾　

乃

現　

部　

長　

八　

巻　

史
緒
里

　

今
年
度
も
私
た
ち
フ
ェン
シ
ン
グ
部
は
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
や
東
北
大
会
な
ど
、
上
位
大
会
で
の
活

顧　
　
　

問　

渋　

谷　

淳　

一

　
　
　
　
　
　

菅　

沼　
　
　

正

前　

部　

長　

金　

子　

晃　

基

現　

部　

長　

井　

上　

潤　

弥

　

新
体
制
に
な
っ
て

　

三
年
生
が
引
退
し
、
新
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
卓
球
部
は
十
三
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
ま
で
の
課
題
改
善
を
中
心
に
活
動
し
て

き
て
、
新
人
戦
で
は
男
女
と
も
に
団
体
三
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。
練
習
内
容
と
し
て
は
、
昨
年

度
ま
で
の
メ
ニュー
に
休
日
は
サ
ー
ブ
練
習
、
多
球

練
習
を
プ
ラ
ス
し
、
課
題
練
習
で
は
、
み
ん
な
が

自
己
分
析
し
、
個
々
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
目
標
と
し
て
は
、
来
年

の
地
区
大
会
で
団
体
優
勝
、
個
人
戦
は
全
員
が

県
大
会
出
場
、
最
終
目
標
と
し
て
は
東
北
大
会

以
上
進
出
で
す
。
今
の
私
た
ち
か
ら
見
れ
ば
遠

い
目
標
で
す
が
、
目
標
に
向
か
っ
て
改
善
を
重
ね
、

個
々
の
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
チ
ー
ム
力
を
高

め
て
実
現
さ
せ
ま
す
。
先
輩
方
が
残
し
て
く
れ

た
も
の
を
受
け
継
ぎ
、
支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
に

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
一
球
一
球
プ
レ
ー
し
て
い

き
ま
す
。

　

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
今
年
度
、
三
年
生
十

一
人
、
二
年
生
三
人
、
一
年
生
三
人
で
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
頼
れ
る
三
年
生
が
引
退
し
て
し
ま
っ

た
後
は
、
人
数
が
少
な
い
分
一人
一人
が
高
い
意
識

を
持
ち
、
声
を
出
し
て
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

新
体
制
で
挑
ん
だ
地
区
新
人
体
育
大
会
で
は
個

人
戦
で一ペ
ア
が
県
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た

が
、
団
体
戦
で
は
悔
し
涙
を
流
す
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
改
め
て
、
自
分
達
の
未
熟
な
と
こ
ろ
や

競
り
ぎ
わ
の一
本
の
重
さ
を
学
び
ま
し
た
。
毎
日

の
練
習
の
中
で
、
大
会
で
負
け
た
悔
し
さ
を
忘

れ
ず
、
支
え
て
く
だ
さ
る
保
護
者
や
先
生
方
、

外
部
コ
ー
チ
た
ち
の
た
め
に
も
団
体
の
強
さ
を
意

識
し
て一
丸
と
な
っ
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

顧　
　
　

問　

小　

林　

健　

也

　
　
　
　
　
　

氏　

居　

恵　

美

前　

部　

長　

橋　

本　

の
ぞ
み

現　

部　

長　

藤　

倉　

萌　

映

　

今
年
度
、
水
泳
部
は
三
年
生
二
名
、
二
年
生
一

名
、
一
年
生
五
名
の
計
八
名
で
の
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

　

私
達
水
泳
部
は
先
輩
後
輩
関
係
な
く
仲
が
良

い
こ
と
が
自
慢
で
す
。
各
自
が
所
属
し
て
い
る
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
で
他
校
の
水
泳
部
の
人
も
一
緒
に一
生

懸
命
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
い
時
に
は
八
〇

〇
〇
ｍ
を
超
え
る
練
習
で
競
技
力
向
上
だ
け
で

な
く
精
神
力
、
忍
耐
力
も
付
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
昨
年
度
に
比
べ
て
、
部
員
数
も
増

え
、
女
子
は
念
願
の
リ
レ
ー
を
組
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
夏
の
高
校
総
体
の
地
区
大
会
で
は
全

員
が
好
成
績
を
残
し
、
県
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
県
大
会
で
は
個
人
で
多
く

の
人
が
結
果
を
残
し
東
北
大
会
出
場
を
決
め
、

リ
レ
ー
で
も
二
種
目
と
も
東
北
大
会
出
場
を
決

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
ま
で
練
習
を
盛
り
上
げ
引
っ
張
っ
て
下
さ
っ

た
先
輩
方
に
今
年
度
以
上
の
結
果
を
残
せ
る
よ

う
に
、
今
ま
で
以
上
に
皆
で
協
力
し
て
、
一つ一つ

の
練
習
を
大
切
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
は
沢
山
の
方
々
に
支
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

支
え
て
下
さ
る
全

て
の
方
々
に
良
い
結

果
を
残
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
こ

れ
か
ら
も
よ
り
一層

頑
張
って
い
き
ま
す
。

応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

顧　
　
　

問　

菊　

地　
　
　

篤

佐　

藤　

秀　

和

前　

部　

長　

粟　

野　
　
　

輝

現　

部　

長　

星　
　
　

祐　

志

顧　
　
　

問　

吉　

田　

康　

輔

　
　
　
　
　
　

中　

村　

紘
二
郎

前　

部　

長　

須　

嵜　

亮　

太

　

柔
道
部
は
今
年
度
、
三
年
生
一人
で
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
顧
問
の
先
生
と
協
力
し
て
、
複
数

　

改
革

　

山
岳
部
の
主
な
活
動
は
、
登
山
に
関
す
る
ス

キ
ル
の
向
上
で
す
。
今
年
度
は
既
に
引
退
さ
れ

た
三
年
生
二
名
、
四
月
に
入
部
し
た
新
入
部
員
一

名
と
二
年
生
一
名
で
の
活
動
で
し
た
。
山
岳
部
に

携
わ
る
方
々
の
お
か
げ
で
充
実
し
た
活
動
が
で
き

ま
す
こ
と
を
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
山
岳
部
の
改
革
を
目
指
し
て
活
動

の
内
容
を
よ
り
広
い
も
の
と
な
る
よ
う
な
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
山
で
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
体
力

は
勿
論
の
こ
と
で
す
が
同
様
に
知
識
を
も
要
し

ま
す
。
そ
こ
で
図
書
館
を
有
効
に
使
い
探
究
的

に
知
識
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ
り
地

区
新
人
で
は
最
優
秀
パ
ー
テ
ィ
ー
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
次
に
力
を
入
れ
た
改
革
活
動
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
発
信
で
す
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
伝
え
る

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
自
然
の
魅
力
を
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
知
って

い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

今
後
も
自
分
た

ち
の
ス
キ
ル
を
磨

き
つ
つ
、
山
岳
部

の
活
動
や
自
然
の

魅
力
を
伝
え
ら
れ

る
よ
う
一
層
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

須
藤
ペ
ア
が
ベ
ス
ト
８
（
準
々
決
勝
で
同
）
と一
年

の
上
達
も
実
感
で
き
る
大
会
で
し
た
。

　

県
高
校
新
人
大
会
で
は
、
個
人
で
村
山
・
澤

村
ペ
ア
が
三
回
戦
、
そ
の
他
四
ペ
ア
は
二
回
戦
ま

で
、
団
体
は
県
高
校
イ
ン
ド
ア
大
会
出
場
権
の

か
か
っ
た
二
回
戦
で
敗
退
し
ま
し
た
。

　

地
区
で
は
何
と
か
勝
て
る
も
の
の
、
県
で
は
結

果
が
出
せ
ず
、
ま
だ
ま
だ
力
不
足
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
二
年
・一
年

の
総
力
を
高
め
、
県
以
上
で
戦
え
る
チ
ー
ム
に
な

る
べ
く
精
一杯
頑
張
って
い
き
ま
す
。

躍
と
い
う
目
標
を
掲
げ
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
は
女
子
団
体
と
男
女
個
人
戦

に
出
場
し
、
女
子
個
人
エペ
と
、
女
子
団
体
で
は

入
賞
ま
で
あ
と
一
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
勝
ち
進

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
北
大
会
で

は
四
年
ぶ
り
に
男
女
ア
ベッ
ク
で
の
団
体
出
場
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
、個
人
戦
で
は
男
子
の
フ
ル
ー

レ
と
女
子
エペ
で
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
体
制
に
な
っ
た
私
た
ち
も
先
輩
た
ち
の
目
標

を
引
き
継
ぎ
、
地
区
新
人
、
県
新
人
大
会
と
男

女
団
体
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
度
は
男
女
そ
ろ
って
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
国
を
見
据
え
て
練
習

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
指
導
し
て
く
だ
さ
る
顧
問
の

先
生
方
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
、
保
護
者
の
方
々
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
部
員
一同
、
精
一杯
頑
張
り
ま
す
。

◇ 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

◇ 

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

◇ 

卓　

球　

部

◇ 

水　

泳　

部

◇ 

山　

岳　

部

◇ 

柔　

道　

部
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顧　
　
　

問　

五
十
嵐　

弘　

一

　
　
　
　
　
　

小　

林　

健　

也

前　

部　

長

　
　
　

髙
梨
和
樹
・
遠
藤
鈴
香

現　

部　

長

　
　
　

渡
部
健
吾
・
奥
山
さ
久
來

　

現
在
剣
道
部
は
、
男
子
八
人
、
女
子
七
人
の

計
十
五
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
短
い
稽
古
時

間
の
中
で
、
各
個
人
や
団
体
の
目
標
に
向
け
て

日
々
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

三
年
生
が
抜
け
て
、
新
体
制
で
迎
え
た
地
区

新
人
大
会
や
県
新
人
大
会
で
は
、
チ
ー
ム
と
し
て

た
く
さ
ん
い
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
逆
に
改
善
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
発
見
で
き

ま
し
た
。
一
本
の
重
み
や
、
つ
な
ぐ
剣
道
の
大
切

さ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
毎
日
の

積
み
重
ね
を
大
事
に
し
て
、
来
年
度
の
春
の
高

体
連
や
県
総
体
や
そ
の
先
に
も
繋
が
る
よ
う
に

し
て
い
き
ま
す
。

　

興
譲
館
弓
道
部
は
、
二
年
生
十
一
人
と一
年
生

二
十
一
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
先
輩

方
に
続
き
、
夏
は
東
北
大
会
に
進
出
し
、
県
選

抜
大
会
優
勝
や
全
国
・
東
北
弓
道
選
抜
大
会
出

場
・
東
日
本
弓
道
大
会
出
場
を
決
め
た
り
な
ど

の
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
先
輩
方
の

ご
指
導
や
、
お
忙
し
い
中
で
も
お
時
間
を
見
つ
け

て
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
顧
問
の
先
生
方
、
影

で
支
え
て
く
れ
る
家
族
の
お
か
げ
で
す
。
新
し
い

代
に
変
わ
っ
て
か
ら
、
部
の
運
営
な
ど
苦
労
す
る

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、
部
員
皆
で
協
力
し

て
、
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
で
す
。
冬
期
間
は
寒

い
中
で
の
練
習
に
な
り
ま
す
が
、
集
中
を
切
ら
さ

ず
、
一
回
一
回
の
射
に
全
力
を
注
ぎ
、
来
年
の
高

校
総
体
で
も
、
さ
ら
に
上
の
成
績
を
目
指
し
て

頑
張
って
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

顧　
　
　

問　

原　

田　

知　

明

川
原
吹　

い
つ
み

前　

部　

長　

生　

田　
　
　

緑

現　

部　

長　

鈴　

木　

宏　

征

顧　
　
　

問　

今　

崎　

徹　

郎

横　

山　

伸　

一

氏　

居　

恵　

美

前　

部　

長　

太　

田　
　
　

舜

現　

部　

長　

遠　

藤　

福
太
朗

　
一
点
の
壁

　

私
た
ち
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
二
年
生
十
一
名
、

一
年
生
十
名
、
計
二
十
一
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

唯
一の
三
年
生
が
七
月
に
引
退
し
、
私
た
ち
は
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
新
た
に
目
標
と
し
て
、
日
々

練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

部
員
の
大
半
が
初
心
者
で
あ
る
た
め
、
新
チ
ー

ム
の
ス
タ
ー
ト
は
、
と
て
も
不
安
で
し
た
。
徐
々

に
新
チ
ー
ム
に
慣
れ
、
着
実
に
自
分
た
ち
の
ホ
ッ

ケ
ー
を
創
り
上
げ
た
と
こ
ろ
で
の
東
北
選
抜
大

会
。
初
戦
の
三
沢
戦
は
、
入
部
以
来
、
一番
の
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
得
点
チ
ャ
ン
ス
は
沢
山

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
決
め
き
れ
ず
、
後
半

残
り
十
分
で
先
制
点
を
入
れ
ら
れ
て
、
敗
退
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
例
え
よ
う
の
な
い
悔
し
さ
は
、

こ
れ
か
ら
の
や
る
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
の
春
に
勝
利

し
、
笑
い
合
う
た
め

に
も
、
部
長
と
し
て
、

こ
の
経
験
を
無
駄
に

せ
ず
に
、
し
っ
か
り
と

チ
ー
ム
全
体
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が

今
の
最
大
の
役
割
だ

と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。
一
点
で
泣
か
な
い

た
め
に
も
・
・
・
。

顧　
　
　

問　

横　

山　

伸　

一

今　

崎　

徹　

郎

氏　

居　

恵　

美

前　

部　

長　

長
谷
川　

千　

尋

現　

部　

長　

長
谷
川　

真　

帆

　

私
た
ち
が
日
々

充
実
し
た
活
動
を

行
え
る
の
は
、
支

え
て
く
だ
さ
る

方
々
の
お
か
げ
で

す
。
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
も
部
員
一

丸
と
な
っ
て
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、
一
年
生
十
人
、

二
年
生
六
人
の
計
十
六
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

高
校
か
ら
始
め
た
人
ば
か
り
な
の
で
、
同
じ
チ
ー

ム
内
で
あ
っ
て
も
常
に
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
も
っ
て
練

習
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
課
題
は
何
か

を
理
解
し
て
練
習
を
し
て
い
る
の
で
、
短
時
間
で

も
充
実
し
た
練
習
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
は
あ
ま
り
有
名
な
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い

顧　
　
　

問　

猪　

俣　

幸　

一

　
　
　
　
　
　

設　

楽　
　
　

渉

　
　
　
　
　
　

菅　

沼　
　
　

正

現　

部　

長　

中　

沢　

勇　

気

　

昨
年
に
引
き
続
き
二
年
男
子
二
名･

女
子一名
で

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

夏
場
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
加
え
、
男
子
一名
は
北

海
道
、
女
子
は
海
外･

北
海
道
合
宿
に
も
参
加
し
、

雪
上
ト
レ
ー
ニン
グ
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

県
高
校
ス
キ
ー
大
会
で
は
、
男
子
大
回
転
二
十

九
位･

三
十
四
位
、
女
子
同
十
位
、
男
子
回
転
十

九
位･

二
十
四
位
、
女
子
同
十
四
位
と
い
う
結
果

に
終
わ
り
、
い
ず
れ
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
は
僅
か
に

届
か
ず
、
女
子
の
東
北
高
校
選
手
権
への
出
場
権

を
得
る
に
止
ま
り
ま
し
た
。

　

青
森
県
で
開
催
さ
れ
た
東
北
高
校
選
手
権
大

会
で
は
、
女
子
回
転
で
十
八
位
（
大
回
転
は
途

中
棄
権
）
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

女
子
は
三
月
の
全
国
高
校
選
抜
大
会
の
出
場

権
を
得
て
お
り
、
今
後
、
男
子
一
名
も
出
場
権

獲
得
を
目
指
し
、
各
種
大
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
ま
す
。

部
員
が
い
た
と
き
よ
り
も
目
標
に
向
か
っ
て
日
々

劣
ら
な
い
稽
古
に
稽
古
を
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

主
に
平
日
は
学
校
で
、
休
日
は
他
校
へ
出
稽
古

に
行
き
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
の
人
と
練
習
を
し

て
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
沢
山
の
出

稽
古
を
し
た
こ
と
で
、
他
校
の
人
達
と
の
会
話
が

増
え
、
楽
し
く
柔
道
を
す
る
こ
と
が
で
き
最
後

ま
で
続
け
て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年

度
は
柔
道
部
員
が
入
部
し
柔
道
部
の
活
動
が
活

発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
私
の

頑
張
り
が
次
の
世
代
に
つ
な
が
れ
ば
し
て
き
た
沢

山
の
苦
労
は
少
し
で
も
報
わ
れ
る
か
な
と
思
い
ま

す
。
部
活
動
も
そ
う
で
す
が
、
勉
学
に
も
力
を

入
れ
て
、
米
沢
興
譲
館
の
「
文
武
不
岐
」
の
精

神
の
も
と

に
こ
れ
か

ら
の
人
生

を
精
進
し

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。

の
で
、
試
合
を
す
る
た
め
に
県
外
に
遠
征
に
い
き

ま
す
。
新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
か
ら
も
、
新
潟
・
東

海
に
遠
征
に
行
き
、
試
合
の
経
験
を
つ
ん
で
き
ま

し
た
。
経
験
者
と
一
対
一で
は
負
け
て
し
ま
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

チ
ー
ム
で
負
け
な
い
こ

と
・
粘
り
強
い
守
り

を
す
る
こ
と
、
を
目

標
に
し
て
、
春
の
大

会
で
米
商
に
勝
て
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま

す
。

◇ 

剣　

道　

部

◇ 

弓　

道　

部

◇ 

ホ
ッ
ケ
ー
部
男
子

◇ 

ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子

◇ 

ス
キ
ー
部
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No. 種目名
男　　　　子

種目名
女　　　　子

優勝 ２位 ３位 優勝 ２位 ３位
1 陸上競技 九里学園 米沢中央 長 井 1 陸上競技 九里学園 米沢中央 米沢興譲館

2 体
操

新体操
2 体

操
新体操

体操競技 体操競技

3 登 山 最 優 秀 
米沢工業

優　秀
米沢興譲館・米沢東 3 登 山

4 剣 道 米沢中央 米沢興譲館長 井 米沢工業 4 剣 道 米沢中央 米沢商業 米沢興譲館長 井
5 柔 道 米沢中央 長井工業 米沢工業 置賜農業 5 柔 道 置賜農業 南 陽 長 井
6 弓 道 米沢工業 米沢興譲館米 沢 東 6 弓 道 長 井 九里学園 米沢興譲館
7 バスケットボール 米沢中央 長 井 長井工業 米 沢 東 7 バスケットボール 九里学園 南 陽 長 井 米沢興譲館
8 バレーボール 米沢中央 南 陽 米沢興譲館 8 バレーボール 米沢中央 長 井 九里学園
9 サ ッカ ー 米沢工業 米沢中央 米沢興譲館 9 サ ッカ ー 米沢中央
10 ソフトボール 10 ソフトボール 米沢中央 長 井 九里学園 米 沢 東
11 ソフトテニス米沢興譲館米沢工業 南 陽 長 井 11 ソフトテニス 米沢商業 米 沢 東 長 井 米沢工業
12 卓 球 九里学園 米沢中央 長井工業 米沢興譲館 12 卓 球 米沢中央 長 井 南 陽 米沢興譲館
13 バドミントン 米沢工業 米沢興譲館南 陽 長井工業 13 バドミントン 九里学園 長 井 米沢興譲館米沢商業
14 フェンシング 米 沢 東 米沢興譲館 14 フェンシング米沢興譲館高 畠
15 ホッケ ー 置賜農業 米沢興譲館 15 ホッケ ー 米沢商業 米沢興譲館
16 テ ニ ス 米沢中央 九里学園 長井工業 荒  砥 16 テ ニ ス 米沢中央 荒 砥 九里学園
17 自 転 車 米沢工業 17 自 転 車
18 水泳･競泳 長 井 九里学園 米沢工業 18 水泳･競泳 長 井 米沢興譲館九里学園

No. 種目名
男　　　　子

No. 種目名
女　　　　子

優勝 ２位 ３位 優勝 ２位 ３位
1 陸上競技 1 陸上競技

2 体
操

新体操
2 体

操
新体操

体操競技 体操競技

3 登 山 最 優 秀 
米沢興譲館

優　　秀
米沢工業

奨 励 賞
米 沢 東 3 登 山

4 剣 道 米沢中央 米沢興譲館 米沢工業 長 井 4 剣 道 米沢中央 米沢興譲館 米沢商業 長 井
5 柔 道 米沢中央 長井工業 長 井 置賜農業 5 柔 道
6 弓 道 長 井 米沢興譲館 置賜農業  長井工業  米沢工業 6 弓 道 米 沢 東 米沢商業 長 井
7 バスケットボール 米沢中央 米 沢 東 長 井 米沢工業 7 バスケットボール 南 陽 長 井 九里学園 米沢興譲館
8 バレーボール 米沢中央 米沢工業 米沢興譲館 8 バレーボール 米沢中央 南 陽 九里学園
9 サ ッカ ー 米沢中央 米沢工業 米沢興譲館 長 井 9 サ ッカ ー 米沢中央
10 ソフトボール 10 ソフトボール 米沢中央 長 井 九里学園 南 陽
11 ソフトテニス米沢興譲館 長 井 米沢工業 米沢商業 11 ソフトテニス 南 陽 米 沢 東 長 井 米沢商業
12 卓 球 米沢中央 九里学園 米沢興譲館 南 陽 12 卓 球 米沢中央 長 井 米沢興譲館 南 陽
13 バドミントン 米沢工業 長 井 南 陽 九里学園 13 バドミントン 九里学園 米沢興譲館 長 井 荒 砥
14 フェンシング 米沢興譲館 米 沢 東 14 フェンシング 米沢興譲館 米 沢 東 高 畠
15 ホッケ ー 置賜農業 米沢興譲館 15 ホッケ ー 米沢商業 米沢興譲館
16 テ ニ ス 荒 砥 米沢中央 16 テ ニ ス 米沢中央 荒 砥

平成29年度置賜地区高等学校総合体育大会各競技学校対抗成績一覧

平成29年度置賜地区高等学校新人体育大会各競技学校対抗成績一覧

体育文化後援会会報平成30年３月１日 48号

－ 12 －



体育系
部活動 平成29年度地区高校総体 平成29年度県高校総体 平成29年度地区高校新人体育大会 平成29年度県高校新人大会 その他の大会

陸
上
競
技

【男子】
100m	 第５位　佐竹弘太朗
	 第７位　柏倉拓斗
200m	 第４位　佐竹弘太朗
400m	 第７位　明間大晟
800m	 第５位　須藤寛天
400mH	 第６位　山本大輝
	 第８位　長洸太
3000mSC	 第５位　竹田星音
	 第８位　布施英太
４×100m	 第３位　
　渡部羅冴・佐竹弘太朗
　柏倉拓人・明間大晟
４×400m	 第３位
　斎藤隆太・須藤寛天
　明間大晟・竹田遥也
やり投	 第６位　佐竹弘太朗

【女子】
100m	 第４位　前山すみれ
	 第７位　小関みゆ紀
	 第８位　安部咲希
200m	 第５位　前山すみれ
400m	 第８位　佐野智香
800m	 第５位　花輪みやび
1500m	 第５位　黒田愛奈
3000m	 第６位　平遥夏
100mH	 第２位　佐藤和
	 第５位　髙橋愛理沙
	 第６位　飛塚咲瑛
400mH	 第５位　井上美羽奈
４×100m	 第２位
　安部咲希・前山すみれ
　小関みゆ紀・佐藤和
４×400m	 第３位
　佐野智香・前山すみれ
　花輪みやび・井上美羽奈
走幅跳	 第２位　佐藤和
三段跳	 第６位　安部優歩
2000mSC	 第１位　黒田愛奈

【女子】
４×100m	 第３位
　安部咲希・前山すみれ
　小関みゆ紀・佐藤和
　→東北大会出場
100m	 第６位　前山すみれ
　→東北大会出場
100mH　　第３位　佐藤和
　→東北大会出場

【男子】
100m	 第１位　佐竹弘太朗
	 第２位　柏倉拓斗
200m	 第４位　佐竹弘太朗
	 第６位　柏倉拓斗
400m	 第８位　明間大晟
800m	 第７位　小関隼矢
5000m	 第８位　竹田星音
400mH	 第５位　山本大輝
	 第７位　長洸太
3000mSC	 第３位　竹田星音
	 第４位　布施英太
４×100m	 第２位
　明間大晟・佐竹弘太朗
　渡部羅冴・柏倉拓斗
４×400m	 第４位
　明間大晟・小関隼矢
　柏倉拓斗・佐竹弘太朗

【女子】
100m	 第７位　井上美羽奈
200m	 第８位　井上美羽奈
800m	 第５位　花輪みやび
1500m	 第３位　黒田愛奈
3000m	 第３位　黒田愛奈
400mH	 第５位　井上美羽奈
４×100m	 第５位
　安部優歩・井上美羽奈
　花輪みやび・佐野智香
４×400m	 第３位
　佐野智香・花輪みやび
　井上美羽奈・黒田愛奈
走幅跳	 第７位　安部優歩
三段跳	 第４位　安部優歩

【男子】
3000mSC	 第８位　竹田星音
４×100m	 第８位　
　明間大晟・佐竹弘太朗
　渡部羅冴・柏倉拓斗

【女子】
東北高校総体
100mH　第３位　佐藤和
→全国高校総体出場

全国高校総体
100mH　準優勝　佐藤和

硬　

式　

野　

球

第64回東北地区高等学校野球
山形大会置賜地区予選
一次予選
　対　高　畠　２－11
二次予選
　対　南　陽　３－13

第99回全国高等学校野球選手
権山形大会
１回戦
　対　鶴岡高専　８－５
２回戦
　対　鶴岡工業　１－４

第70回秋季東北地区高等学校
野球山形県大会置賜地区予選
予選一次予選　
１回戦
　対　米沢工業　 ０－12　
　　　　　　　　　  （５回コ）
二次予選　
１回戦
　対　置賜農業　 ９－５
２回戦
　対　米沢商業　 11－10
第三代表決定戦
　対　高　畠　　 ６－１

第70回秋季東北地区高等学校
野球山形県大会
１回戦
　対　山形電波工業　１－２
　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

【男子】
１回戦
　対　米沢商業　115－29　
２回戦
　対　米沢中央　41－115

【女子】
１回戦
　対　高　畠　　51－37　
準決勝
　対　九里学園　42－99　
３位決定戦
　対　長　井　　61－73

【男子】
１回戦
　対　山形明正　74－49　
２回戦
　対　山形工業　52－70　

【女子】
１回戦
　対　東海大山形　35－109

【男子】
予選リーグ
　対　南　陽　　46－60
　対　米沢中央　58－77

【女子】
予選リーグ
　対　米沢商業　83－39
　対　九里学園　41－91
準決勝
　対　南　陽　　40－78
３位決定戦
　対　九里学園　58－73

藤井杯・高野杯
【男子】
１回戦
　対　山形電波　53－81 

【女子】
１回戦
　対　羽　黒　　37－77

全国高等学校バスケット
ボール選抜優勝大会山形
予選会置賜地区予選

【男子】
１回戦
　対　九里学園　75－43
２回戦
　対　米沢中央　50－110

【女子】
１回戦
　対　米沢商業　53－21
準決勝
　対　九里学園　53－60
３位決定戦
　対　米沢東　　54－92

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

総当たり戦
　対　置賜農業 ２－０
　対　米沢工業 ０－２
　対　長　　井 ２－０
　対　南　　陽 １－２
　対　米沢中央 ０－２
第３位

１回戦
　対　東海大山形高校　
　０－２

総当たり戦
　対　置賜農業 ２－０
　対　米沢工業 ０－２
　対　長　　井 ２－１
　対　南　　陽 ２－０
　対　米沢中央 ０－２
第３位

１回戦
　対　山本学園　１－２

安部杯
総当たり戦
　対　長井　２－０
　対　米工　０－２
　対　南陽　２－１
　対　米中　０－２
　対　置農　２－０
第３位

サ
ッ
カ
ー

予選リーグ
　対　長井工業　△０－０
　　　　　　　　（ＰＫ勝ち）
　対　米沢商業　○４－０
　対　長　井　　○５－１

１回戦
　対　山本学園　○４－０
（前半２－０・後半２－０）
２回戦
　対　羽　黒　　●０－２
（前半０－１・後半０－１）

予選リーグ（Ａブロック）
　対　南　陽　　○３－０
　対　米沢商業　○４－０
　対　九　里　　○２－１
　対　米沢中央　●０－４
Ａブロック
　２位で代表決定戦進出

１回戦
　対　山形中央高校
　●１－３

第96回全国高等学校サッカー
選手権大会山形県大会
１回戦
　対　南　陽　○３－０
２回戦
　対　山形東　●１－１
　　　　　ＰＫ（４－５）

平成29年度大会・コンクール等の結果一覧
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体育系
部活動 平成29年度地区高校総体 平成29年度県高校総体 平成29年度地区高校新人体育大会 平成29年度県高校新人大会 その他の大会

サ
ッ
カ
ー

５月14日㈯
　対　南　陽　　○４－１
予選１位で県大会出場
準決勝
　対　米沢工業　●０－１　
結果　第３位

代表決定戦
　対　長井工業　○４－０
結果　第３位　県大会出場

２回戦敗退

高円宮杯U－18サッカー
リーグ2017山形県リーグ
２部Ａブロック
３勝11敗、勝点９
第７位

卓　
　
　

球

男子学校対抗　第３位　

女子学校対抗　第３位

男子ダブルス　
　第２位　片桐圭紀・金子晃基

女子ダブルス　
　優勝　伊藤紗弥香・伊藤愛

男子シングルス
　優勝　片桐圭紀

男子学校対抗
１回戦　３－０　鶴岡中央
２回戦　２－３　山形東

女子学校対抗
１回戦　３－１　谷　地
２回戦　２－３　酒田東

男子シングルス
片桐圭紀　４回戦敗退　
代表決定戦で東北大会出場

男子学校対抗　第３位

女子学校対抗　第３位

女子シングルス
　第３位　伊藤愛

男子学校対抗　
１回戦　２－３　山形商業

女子学校対抗　
１回戦　２－３　鶴岡中央

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

団体
予選Ｂリーグ１－②　長　井
準々決勝　　②－０　長井工業
準決勝　　　②－０　南　陽
決　勝　　　②－０　米沢工業
優勝　全校県高校総体出場

個人　
　若月駿・石井陽
　村山竜輝・澤村裕真
　細越諒真・近藤理人
以上３ペア県高校総体出場

団体
２回戦　０－③　鶴岡南
２回戦敗退

個人
　若月駿・石井陽
　村山竜輝・澤村裕真
　細越諒真・近藤理人
　１回戦敗退

団体
予選Ｂリーグ
②－１　米沢商業
準決勝　②－０　米沢工業
決　勝　②－１　長　井
第１位　県高校新人出場

個人
　村山竜輝・澤村裕真
　第１位
　髙野涼太・鈴木悠介
　第３位
　今井友輝・須藤達也
　若月駿・石井陽
　細越諒真・近藤理人
以上５ペア県高校新人出場

団体
２回戦　１－②　鶴岡高専
２回戦敗退

個人
　髙野涼太・鈴木悠介
　細越諒真・近藤理人
　１回戦敗退
　今井友輝・須藤達也
　若月駿・石井陽
　２回戦敗退
　村山竜輝・澤村裕真
　３回戦敗退

県春季選手権大会（ダブルス）
　早川慶信・木俣太一
　吉野祐紀・高橋良允
　村山竜輝・澤村裕真
　１回戦敗退
　髙野涼太・齋藤俊紗記
　渡部祐大・鈴木悠介
　若月駿・石井陽
　細越諒真・近藤理人
　木村周幹・井上日向
　鈴木洋輝・竹田優斗
　２回戦敗退

県春季選手権大会（シングルス）
　石井陽
　若月駿
　１回戦敗退

置賜地区高校夏季リーグ
団体
予選
　対　米沢商業　②－１
　　　米沢東　　②－１
準決勝
　対　南　陽　　②－０
決勝
　対　長　井　　０－②
第２位

国民体育大会県予選
　若月駿・石井陽
　村山竜輝・澤村裕真
　１回戦敗退
　吉野祐紀・近藤理人
　２回戦敗退

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

団体
予選Cリーグ　③－０　小　国
　　　　　　  ②－１　南　陽
準々決勝　　  ０－②　米沢工業
第５位　全校県高校総体出場

個人
　金子ののか・垂石りか子
　髙橋奈都・石澤思
以上２ペア県高校総体出場

団体
１回戦　０－③　酒田西
２回戦敗退

個人
　金子ののか・垂石りか子
　髙橋奈都・石澤思
　３回戦敗退

団体
予選Aリーグ   ③－０　小　国
　　　　　　  １－②　南　陽
準々決勝　　  １－②　米沢東
代表決定戦　  １－②　米沢工業

個人
　金子ののか・髙橋奈都
県高校新人出場

個人
　金子ののか・髙橋奈都
　２回戦敗退

県春季選手権大会（ダブルス）
青柳六花・中根あすみ
菅野理穂・小池奈々
田村梨紗・中井陽菜
丹治里彩・齋藤美来
１回戦敗退
安部怜奈・清澤奈々
髙橋奈都・石澤思
２回戦敗退
金子ののか・垂石りか子
３回戦敗退

置賜地区高校夏季リーグ
予選
　対　米沢商業　１－②
　対　小　国　　③－０
準々決勝
　対　米沢工業　１－②

柔 

道

男子個人
66kg級　須嵜亮太　第２位

男子個人
66kg級　須嵜亮太　２回戦敗退

第65回朝日杯争奪置賜地区高校柔道大会
男子無差別　
２回戦敗退　須嵜亮太

剣　

道

男子団体
予選リーグ
　対　高　畠・長工合同　勝利
　対　南　陽　　　　　勝利
準決勝
　対　米　工　代表選　勝利
決勝
　対　米　中　　　　　敗北
結果　準優勝

女子団体
予選リーグ
　対　置　農　　　　　勝利
　対　米　東　　　　　惜敗
　対　米　商　　　　　勝利
リーグ同率２位となり代表選
　対　米　東　　　　　勝利
準決勝
　対　米沢中央　　　　敗北
結果　第３位

男子団体
予選Ｂリーグ
　対　鶴岡工業　１：２　敗北
　対　山形東　　１：１　引分
結果　リーグ敗退

女子団体
予選Ｂリーグ
　対　鶴岡東　　２：１　勝利
　対　置賜農業　２：０　勝利
　対　山形北　　４：０　勝利
予選リーグ第１位
決勝トーナメント１回戦
　対　左　沢　　１：４　敗北
結果　ベスト８

男子個人
最高ベスト32

女子個人
最高ベスト32

男子団体
予選リーグ
　対　置賜農業　　　勝利
　対　南陽米東米商　勝利
　対　米沢工業　　　勝利
準決勝
　対　長　井　　　　勝利
決勝
　対　米沢中央　　　敗北
結果　準優勝

女子団体
予選リーグ
　対　米　東　　　　勝利
　対　米　商　　　　勝利
準決勝
　対　長　井　　　　勝利
決勝
　対　米沢中央　　　敗北
結果　準優勝

男子団体
予選リーグ
　対　置賜農業　３：０　勝利
　対　新庄北　　３：２　勝利
　対　鶴岡東　　０：１　敗北
リーグ２位敗退

女子団体
予選リーグ
　対　庄内農業　１：２　惜敗
　対　山形西　　２：１　勝利
三つ巴の上勝数により
予選リーグ２位敗退

秋田魁星旗
男子１回戦
　対　杉並学園（東京）敗北
女子２回戦　
　対　成田（千葉）敗北

山形県剣道大会
男子団体
１回戦
　対　山形商業　勝利
２回戦
　対　山本学園　勝利
準決勝
　対　山形工業　惜敗
結果　第３位

女子団体
１回戦
　対　鶴岡東　　惜敗

置賜地区総合剣道大会
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体育系
部活動 平成29年度地区高校総体 平成29年度県高校総体 平成29年度地区高校新人体育大会 平成29年度県高校新人大会 その他の大会

剣　
　
　
　
　
　

道

個人戦
女子準優勝
　奥山さ久來
女子第３位
　松田莉歩

その他県大会出場
　女子　横澤可南子
　男子　横山可依　
　　　　髙橋知也
　　　　伊田光晴
　　　　渡部健吾

個人戦
男子
最高３回戦止まり。強豪校を破
る選手もいたのですが…

女子
２年松田莉歩ベスト８。
10名の県強化指定選手確定。

男子団体　第３位
女子団体　第３位

日本海旗争奪高校剣道大会
並びに秋季練成大会
男子団体
１回戦
　対　東京学館新潟（新潟）勝利
２回戦
　対　平工業（福島）勝利
３回戦
　対　土浦日大（茨城）惜敗
結果　ベスト32

女子団体
１回戦
　対　秋田南（秋田）惜敗

秋季練成大会
１回戦
　対　我孫子（千葉）敗北

東北大学学友会招待試合
男子　第３位
女子　ベスト８

紅花旗争奪高校剣道大会
男子団体
１回戦
　対　仙台二　　　勝利
２回戦
　対　秋田中央　　勝利
３回戦
　対　聖ウルスラ　惜敗
　結果　ベスト32

女子団体
１回戦
　対　由　利　　　勝利
２回戦
　対　新潟中央　　敗北

H29年度地区冬季高校剣道大会
２学年男子
優勝：髙橋知也
準優勝：横山可依
１学年男子
第３位：戸田寛太・伊藤匠
２学年女子
準優勝：松田莉歩
１学年女子
第３位：滝口真実・横澤可南子

弓　
　
　

道

男子個人
　第３位　寒河江晴希
県大会進出　　　
　寒河江晴希
　富井　　耀
　佐藤麟太郎

女子個人
県大会進出
　高貝　美紀
　高野真理子

男子団体
　第２位
県大会出場

女子団体
　第３位
県大会出場

男子団体　
予選２位で予選突破
決勝リーグ３勝１敗
鶴岡工業に１本差で惜敗
インターハイを逃す
団体準優勝
東北大会出場権獲得

男子団体　射道優秀賞

女子団体
第５位で予選突破　

個人戦は決勝進出を逃す

男子５人立ち
　第２位
県新人大会出場

女子５人立ち
　第６位
県新人大会出場を逃す

男子３人立ち
　第３位
県選抜大会出場

女子３人立ち
　第４位
県選抜大会出場

男子個人
　佐藤麟太郎
県新人大会出場権獲得

男子個人
佐藤麟太郎
８射６中（決勝進出）
３位入賞　
東北高校弓道選抜大会出場権
獲得

男子団体
予選通過（３位）
決勝トーナメント
準々決勝
９対７で長井高校に勝利
準決勝
16対８で新庄北に勝利
決勝
８対12で酒田光陵に敗れ、
準優勝
東日本高校弓道大会（会津）
出場権獲得

東北高校弓道選手権大会
男子団体　予選敗退

全国高校弓道選抜山形県大会
48射34中
男子団体優勝
全国・東北高校弓道選抜
大会出場権獲得

東北高校弓道選抜大会（秋田）
個人　佐藤麟太郎
予選敗退
団体　予選敗退

全国高校弓道選抜大会（滋賀）
予選１位通過
決勝１回戦
６対８で新潟江南に敗退

東日本高校弓道大会（会津）
進出

山岳 優秀賞（第２位）
県大会出場

最優秀賞（第１位）
県新人大会出場

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

【団体】
○男子
１回戦
　対　長　井　３－２　勝利
準決勝
　対　長井工業　３－０　勝利
決　勝
　対　米沢工業　３－２　敗戦
大会第２位

○女子
準決勝
　対　九里学園　２－３　敗戦
大会第３位

【ダブルス】
○男子
水戸部龍介・渡辺大祐
大会第２位

○女子
安部紗彩・原　雅
　大会第２位

【団体】
○男子　ベスト８
２回戦
　対　新庄神室産業　３－１
３回戦
　対　山形城北　３－１
準々決勝
　対　鶴岡工業　０－３

○女子
３回戦敗退（ベスト16）
２回戦
　対　天　童　　３－２
３回戦
　対　山形城北　０－３

【ダブルス】
○男子
水戸部龍介・渡辺大祐
３回戦敗退（ベスト16）

○女子
安部紗彩・原　雅

【団体】
○男子
１回戦
　対　米沢商業　３－１　勝利
準決勝
　対　長　　井　１－３　敗戦
代表決定戦
　対　九里学園　０－３　敗戦

○女子
１回戦
　対　長　　井　３－０　勝利
準決勝
　対　荒　　砥　３－１　勝利
決勝
　対　九里学園　１－３　敗戦
大会第２位（県大会出場）

【ダブルス】
○女子
大河原悠生・山岸巴恵
大会第２位

【団体】
○女子
ベスト８
　対　新庄北　　３－２
　対　山形学院　０－３

【ダブルス】
○女子
山口夏輝・原　雅
２回戦敗退
大河原悠生・山岸巴恵
１回戦敗退

【シングルス】
○女子
山口夏輝　　　１回戦敗退
大河原悠生　　１回戦敗退
原　雅　　　　１回戦敗退

国体置賜地区予選会
【ダブルス】
○女子
山口夏輝・原　雅　
大会第２位
大河原悠生・山岸巴恵
大会第３位

【シングルス】
○女子
原　雅　　　大会第２位
大河原悠生　大会第５位
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体育系
部活動 平成29年度地区高校総体 平成29年度県高校総体 平成29年度地区高校新人体育大会 平成29年度県高校新人大会 その他の大会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

山口夏輝・大河原悠生
大会第５位
安部美紗希・戎谷光
大会第９位

【シングルス】
○男子
水戸部龍介　　大会第３位
渡辺大祐　　　大会第３位
色摩涼平　　　大会第５位

○女子
安部紗彩　　　大会第３位
原　雅　　　　大会第５位
大河原悠生　　大会第９位
　　以上県大会出場

２回戦敗退
山口夏輝・大河原悠生
１回戦敗退
安部美紗希・戎谷光
１回戦敗退

【シングルス】
○男子
水戸部龍介　２回戦敗退
渡部大祐　　２回戦敗退
色摩涼平　　２回戦敗退

○女子
安部紗彩　　２回戦敗退
大河原悠生　１回戦敗退
原　雅　　　１回戦敗退

山口夏輝・原　雅
大会第３位
以上県大会出場

【シングルス】
○女子
原　雅　　　　大会第２位
山口夏輝　　　大会第５位
大河原悠生　　大会第７位
以上県大会出場

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

男子
学校対抗　
　第２位
個人フルーレ
　第１位　大西ひかる
　第２位　松岡伽威亜
　第３位　大浦幸太
個人エペ　　
　第１位　大西ひかる
　第２位　大浦幸太
　第３位　揚妻海斗

女子
学校対抗　
　第１位
個人フルーレ
　第１位　渡部有未
　第２位　遠藤美琴
　第３位　後藤ゆうか
個人エペ　　
　第１位　渡部有未
　第２位　金子綾乃
　第３位　後藤ゆうか

男子
学校対抗　
　第２位（１勝１敗）
東北大会出場
個人フルーレ
　第１位　大西ひかる
ＩＨ・東北大会出場
　第５位　大浦幸太
個人エペ
　第２位　大西ひかる
東北大会出場
　第３位　松岡伽威亜
東北大会出場
　第４位　吉田輝
　第６位　大浦幸太

女子
学校対抗　
　第１位（２勝０敗）
ＩＨ・東北大会出場
個人フルーレ
　第１位　後藤ゆうか
ＩＨ・東北出場
　第２位　渡部有未
東北大会出場
　第３位　八巻史緒理
東北大会出場
　第５位　金子綾乃
　第６位　村田陽香
個人エペ
　第１位　遠藤美琴
ＩＨ・東北出場
　第２位　金子綾乃
東北大会出場
　第４位　鈴木麟
　第５位　塩島惠
　第６位　村田陽香

男子
学校対抗　
　第１位
個人フルーレ　
　第１位　大西ひかる
　第３位　大浦幸太
個人エペ　　　
　第１位　大西ひかる
　第２位　大浦幸太
　第３位　揚妻海斗

女子
学校対抗　
　第１位
個人フルーレ　
　第１位　後藤ゆうか
　第２位　八巻史緒理
　第３位　遠藤美琴
個人エペ　　　
　第１位　遠藤美琴
　第２位　後藤ゆうか
　第３位　塩島惠

男子
学校対抗　
　第１位（２勝０敗）

女子
学校対抗　
　第１位（３勝０敗）
個人フルーレ　
　第１位　後藤ゆうか
　第２位　遠藤美琴
　第３位　鈴木麟
個人エペ　　　
　第１位　後藤ゆうか
　第２位　八巻史緒理
　第３位　塩島惠

東北高校フェンシング選手権大会
男子個人エペ
　第４位　大西ひかる

女子個人エペ
　第４位　遠藤美琴
　第６位　金子綾乃

国体山形県予選
少年男子の部
　第１位　大西ひかる

少年女子の部
　第１位　後藤ゆうか
　第２位　遠藤美琴
　第３位　鈴木麟

全日本フェンシング選手権大会
女子個人エペ　
　渡部有未　　出場

ＪＯＣジュニア･オリンピック･カップ
フェンシング大会
ジュニア　個人フルーレ
　大西ひかる　出場
　後藤ゆうか　出場
　八巻史緒理　出場
ジュニア　個人エペ
　大西ひかる　出場
　渡部有未　　出場
　後藤ゆうか　出場
　遠藤美琴　　出場
カデ　個人フルーレ
　大西ひかる　出場
　遠藤美琴　　出場
カデ　個人エペ　
　大西ひかる　出場
　遠藤美琴　　出場
　鈴木麟　　出場

第42回全国高等学校選抜フェンシング
大会山形県予選
男子フルーレ団体　第１位
女子フルーレ団体　第１位
女子エペ団体　　　第１位

第42回全国高等学校選抜フェンシング大会
北海道･東北ブロック予選
男子フルーレ団体　第４位
女子フルーレ団体　第２位
女子エペ団体　　　第３位

第42回全国高等学校選抜
フェンシング大会　
男子フルーレ、女子フルーレ、
女子エペ　出場予定（３月）

ホ
ッ
ケ
ー

男子
　対　置賜農業　●０－６
第２位

女子
　対　米沢商業　●０－２
第２位

男子
　対　置賜農業　●０－９
第２位

女子
　対　米沢商業　●０－１
第２位

男子
　対　置賜農業　●０－５
第２位

女子
　対　米沢商業　●１－５
第２位

男子
　対　置賜農業　●０－６
第２位

女子
　対　米沢商業　●０－10
第２位

東北高校選抜大会ホッケー大会
男子
１回戦
　対　三　沢　●０－１

女子
１回戦
　対　迫　桜　○８－０
２回戦
　対　築　館　●０－６
ベスト４

水　
　

泳

男子
50ｍ自由形
　第３位　梅津航介

女子
50ｍ自由形
　第１位　藤倉萌映
100ｍ自由形
　第１位　佐藤久莉
　第２位　橋本のぞみ
200ｍ自由形
　第２位　藤倉萌映
　第３位　橋本のぞみ
　第４位　佐藤久莉
400ｍ個人メドレー
　第１位　佐藤玖野

女子
50ｍ自由形
　第９位　藤倉萌映
100ｍ自由形
　第６位　橋本のぞみ
　第７位　佐藤久莉

（東北大会出場）
200ｍ自由形
　第８位　橋本のぞみ

（東北大会出場）
400ｍ個人メドレー
　第６位　佐藤玖野

（東北大会出場）

男子
50ｍ自由形
　第28位　梅津航介
100ｍ自由形
　第29位　梅津航介

女子
50ｍ自由形
　第６位　佐藤久莉
100ｍ自由形
　第７位　佐藤久莉
200ｍ自由形
　第６位　藤倉萌映
400ｍ自由形
　第８位　藤倉萌映
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体育系
部活動 平成29年度地区高校総体 平成29年度県高校総体 平成29年度地区高校新人体育大会 平成29年度県高校新人大会 その他の大会

水　
　
　
　

泳

100ｍ背泳ぎ
　第１位　菅原美育
　第２位　橋本のぞみ
200ｍ背泳ぎ
　第１位　菅原美育
100ｍ平泳ぎ
　第３位　木村朱寿
200ｍ平泳ぎ
　第３位　木村朱寿
100ｍバタフライ
　第２位　佐藤玖野
4×100ｍフリーリレー
　第２位
4×100ｍメドレーリレー
　第２位
全種目県大会出場

200ｍ平泳ぎ
　第８位　木村朱寿

（東北大会出場）
100ｍバタフライ
　第８位　佐藤玖野

（東北大会出場）
4×100ｍフリーリレー
　第５位（東北大会出場）
4×100ｍメドレーリレー
　第８位（東北大会出場）

100ｍ背泳ぎ
　第11位　菅原美育
200ｍ背泳ぎ
　第10位　菅原美育
100ｍ平泳ぎ
　第７位　木村朱寿
200ｍ平泳ぎ
　第６位　木村朱寿
4×100ｍメドレーリレー
　第７位

文化・生産系
部活動 活動報告

美　
　

術

第22回米沢興譲館高等学校美術部・OB合同展　全員出展（よねざわ市民ギャラリー/６月１日～４日）
第43回米沢水彩展　２名出展（よねざわ市民ギャラリー/７月25日～30日）
　高校生奨励賞（３年　町田涼美鈴）
第68回置賜地区高等学校美術展　全員出展（よねざわ市民ギャラリー/８月１日～６日）
　特選（３年　町田涼美鈴）　奨励賞（３年　髙橋美咲　３年　歌丸友菜　３年　髙橋謙太）
第19回総合絵画・彫刻展　10名出展（よねざわ市民ギャラリー/９月５日～10日）
第41回山形県高等学校総合文化祭及び第65回山形県高等学校美術展　７名出展（10月13日～15日/鶴岡アートフォーラム）　
　努力賞（３年　町田涼美鈴）　
第68回緑光会展　１名出展（よねざわ市民ギャラリー/10月３日～８日）
　財団法人近野教育振興会賞（３年　町田涼美鈴）

吹
奏
楽
研
究

《コンクール》
全日本吹奏楽コンクール置賜地区予選　優秀（長井市民文化会館／７月15・16日）
全日本吹奏楽コンクール山形県大会　金賞（やまぎんホール／７月29～31日）
全日本アンサンブルコンテスト置賜地区予選（高畠町立文化ホール／12月16・17日）
・トロンボーン三重奏　銅賞
・サクソフォーン三重奏　金賞・代表
・クラリネット三重奏　銀賞
全日本アンサンブルコンテスト山形県大会（酒田市民会館／１月20・21日）
・サクソフォーン三重奏（予定）

《定期演奏会》
第53回定期演奏会（米沢市市民文化会館／５月７日）

新
聞
文
芸

《新聞班》
平成29年度　山形県高等学校新聞研修会（鶴岡）　参加
平成29年度　山形県高等学校新聞コンクール　出展
学校新聞「興譲」発行

コ
ア
・
ス
ー
パ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ（
Ｃ
Ｓ
Ｓ
）

高校生バイオサミット2017in鶴岡　研究２テーマ参加
WROJapan2017山形県大会　兼　WROJapan2017全国大会予選会　２チーム参加
第41回全国高等学校総合文化祭　研究２テーマ参加
　研究発表（口頭）「焼成時間及び焼成温度が米粉100%パンの製パン性に与える影響」（３年　渡邊千紗）
　ポスター発表　 「神経幹細胞用の新しい培養基板の研究」（３年　菅野友紀）
第41回山形県高等学校総合文化祭　研究１テーマ参加
第61回日本学生科学賞山形県審査
　最優秀賞・県知事賞・チノー賞　受賞
　　　　　「神経幹細胞用の新しい培養基板の研究」　生体内環境模倣班（３年　菅野友紀、２年　横山夏海）
山形県サイエンスフォーラム　科学専門部部門　研究９テーマ参加
　最優秀賞「筋肉細胞が分化する際の細胞外マトリックスの再構築」（２年　横山夏海）
　優秀賞（化学領域）「曲がる有機ＥＬ」（２年　安達修平）　　以上２題は来年度の全国高総文祭に出場
サイエンスキャッスル2017シンガポール大会　研究１テーマ参加
　審査員特別賞「Searching for cyanobacteria which can survive on Mars for terraforming」（２年　横山夏海）
サイエンスキャッスル2017東北大会　研究１テーマ参加

Ｅ
Ｓ
Ｓ

《コンテスト》
第９回山寺芭蕉記念館英語俳句大会　出品・入賞
山形県英語ディベート大会　出場
第８回神戸女学院大学絵本翻訳コンクール　出品

調
理
科
学

《コンテスト》
◎第３回アルファ化米粉レシピコンテスト12/ ２　　
主催：最先端フードテクノロジー研究開発拠点（山形大学工学部・米沢栄養大学・企業）
　　最優秀賞　２年　大場未園「野菜たっぷりハンバーグ」～グルテンフリーのレシピを目指して～
　　はつらつセイシン企業賞　２年　小川りさ　しっとりもっちり朝食シフォンケーキ　※新聞掲載
◎第８回「舘山りんごスイーツコンテスト」11/18　米沢市役所農林課（舘山りんご＆スイーツフェスタ実行委員会）主催
グランプリ賞　２年　伊藤恵子　キャラメルかおる魔法のケーキ　※新聞掲載
　　　奨励賞　２年　村上智香　りんごとくるみのしあわせケーキ

《地域での活動》
◎南原地区文化祭催事部門　「興譲庵」企画・運営　10/29　場所：南原コミュニティーセンター
◎米沢伝統野菜「雪菜」栽培及び伝統料理の伝承活動　協力：米沢市上長井地区生産組合　９月～１月

音
楽

《演奏会》
南東北インターハイ100日前イベント（イオン米沢／４月23日）
置賜地区合唱祭（白鷹町あゆーむ／６月11日）
置賜地区合唱祭（伝国の杜／12月23日）（予定）
第28回山形県声楽アンサンブルフェスティバル（鶴岡市／２月11日）（予定）

《地域での演奏》
米沢上杉まつり（上杉公園／４月29日）
米沢市立東部小学校（８月17日）
興譲祭一般公開（８月25日）
興道南部保育園（９月２日）
第15回「吹奏楽の日」コンサート（伝国の杜／10月７日）
南原音楽祭（米沢市立南原小学校／10月22日）
米沢市児童会館（12月10日）
ウッディコンサート
（よねざわ市民ギャラリー展示室（ナセBA）／１月25日）（予定）
地区高文連吹奏楽専門部合同演奏会（伝国の杜／３月25日）（予定）

《文芸班》
第16回山形県高等学校文芸コンクール　小説部門　出品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　文芸部誌部門　佳作
第31回全国高等学校文芸コンクール　小説部門　入選　２年　原田夕華子
平成29年度　全国高文連北海道東北文芸大会　全員参加
米澤新聞社主催「米新歌壇」出品
文芸部誌「無限軌道」３回発行

《地域での演奏》
星の村訪問演奏ボランティア（６月２日、９月16日）
ツクイ米沢訪問演奏ボランティア（７月23日）
興譲祭一般公開（８月25日）
米沢市児童会館合唱クラブとのコラボ演奏（10月15日、22日）
米沢市芸出祭ステージフェスティバル（米沢市文化会館／11月４日）
楓の家訪問演奏ボランティア（12月16日）（予定）

《他》
興譲祭における英語劇発表、英語展示
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平成29年度　体育文化後援会　予算書

平成28年度　体育文化後援会　決算書
　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

項　　　目 予算額 決算額 増　減 備　　　　　考
一 般 会 費 8,550,000 8,506,000 △ 44,000 年額　15,000円（保護者）当初予算人数570名
特 別 会 費 230,000 230,000 0 年額　 5,000円（教職員）当初予算人数46名
賛 助 会 費 1,000,000 1,022,000 22,000
繰 越 金 2,685,856 2,685,856 0 平成27年度会計より
合 計 12,465,856 12,443,856 △ 22,000

　支出の部

項　　　目 予算額 決算額 増  減 備　　　　　考

事
　
業
　
費

上級大会派遣費 4,600,000 3,990,120 △ 609,880 県大会以上・コンクール
参 加 料 700,000 577,700 △ 122,300
強 化 費 2,300,000 2,279,180 △ 20,820 遠征・合宿補助
強 化 指 導 費 2,300,000 1,969,833 △ 330,167 生徒引率旅費
施 設 整 備 費 300,000 300,000 0 体育館下ピロティー照明器具
奨 励 費 200,000 158,288 △ 41,712 激励金・懸垂幕・生徒表彰
応 援 活 動 費 200,000 0 △ 200,000
小 計 10,600,000 9,275,121 △ 1,324,879

運
　
営
　
費

会 議 費 50,000 0 △ 50,000
事 務 費 60,000 45,906 △ 14,094 事務用品・郵送料・振替手数料
印 刷 費 300,000 280,800 △ 19,200 会報・総会資料印刷代
渉 外 費 100,000 50,820 △ 49,180 会長（旅費・参加料）他
人 件 費 920,000 914,338 △ 5,662 団体職員人件費
使 用 料 114,048 114,048 0 ＡＥＤレンタル料
小 計 1,544,048 1,405,912 △ 138,136

予 備 費 321,808 242,192 △ 79,616 顧問登録料・振込手数料・県費旅費不足分他
合 　 　 　 　 計 12,465,856 10,923,225 △ 1,542,631

決　　算　　額
　　　　　　　収入済額 12,443,856　－　支出済額 10,923,225　＝　残額 1,520,631　（次年度へ繰越）

　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 備　　　　　考
一 般 会 費 8,550,000 8,550,000 0 年額　15,000円×570名
特 別 会 費 230,000 230,000 0 5,000円×46名（教職員）
賛 助 会 費 1,300,000 1,000,000 300,000 賛助会費
繰 越 金 1,520,631 2,685,856 △ 1,165,225 平成28年度会計より
雑 収 入 0 0 0
合 計 11,600,631 12,465,856 △ 865,225

　支出の部　　　

項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 備　　　　　考

事
　
業
　
費

上級大会派遣費 4,100,000 4,600,000 △ 500,000 県大会以上・コンクール
参 加 料 650,000 700,000 △ 50,000 県大会以上参加料
強 化 費 2,300,000 2,300,000 0 遠征・合宿補助
強 化 指 導 費 2,100,000 2,300,000 △ 200,000 生徒引率旅費
施 設 整 備 費 300,000 300,000 0 備品費・修繕費・会場借用料他
奨 励 費 160,000 200,000 △ 40,000 激励金・懸垂幕・生徒表彰
応 援 活 動 費 400,000 200,000 200,000 応援補助
小 　 計 10,010,000 10,600,000 △ 590,000

運
　
営
　
費

会 議 費 30,000 50,000 △ 20,000 各会議補助
事 務 費 50,000 60,000 △ 10,000 事務用品・郵送料
印 刷 費 300,000 300,000 0 会報印刷代
渉 外 費 100,000 100,000 0 会長（旅費・参加料）
人 件 費 940,000 920,000 20,000 団体職員人件費
使 用 料 114,048 114,048 0 セコムＡＥＤレンタル代　1か月使用料￥9,504×12か月分
小 　 計 1,534,048 1,544,048 △ 10,000

予 備 費 56,583 321,808 △ 265,225 顧問登録料・振込手数料他
合 　 　 　 　 計 11,600,631 12,465,856 △ 865,225
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（
名
称
・
事
務
局
）

第
一
条　

本
会
は
、
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
体
育
文

化
後
援
会（
以
下「
本
会
」と
い
う
）と
称
す
る
。

　

二
、
本
会
の
事
務
局
を
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校（
以

下「
本
校
」と
い
う
）内
に
置
く
。

（
目　

的
）

第
二
条　

本
会
は
、
本
校
に
お
け
る
部
活
動
を
は
じ

め
と
す
る
、
体
育
文
化
活
動
の
振
興
及
び
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事　

業
）

第
三
条　

本
会
は
、
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

　
（
一
）本
校
の
体
育
文
化
活
動
の
振
興
及
び
発
展
の

た
め
に
必
要
と
認
め
る
事
業
。

　
（
二
）そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な

事
業
。

（
組　

織
）

第
四
条	

本
会
は
、
保
護
者（
一
般
会
員
）及
び
、
教

職
員（
特
別
会
員
）、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
等
本
会
の
目
的
に

賛
同
す
る
者（
賛
助
会
員
）を
以
て
組
織
す
る
。

第
五
条　

本
会
に
会
長（
一
名
）、
副
会
長（
三
名
）、

理 

事（
六
名
）、
幹
事（
七
名
）、
監
事（
二
名
）の
役
員

を
置
く
。

　

二
、
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
但
し
再
任
を

妨
げ
な
い
。

（
役
員
の
選
出
）

第
六
条　

役
員
は
下
記
に
よ
り
選
出
し
、
総
会
の
承

認
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

　
（
一
）会
長
は
、
理
事
会
で
選
出
す
る
。

　
（
二
）副
会
長
は
、
校
長
、
教
育
振
興
会
会
長
及
び

部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
た
一
名
が
こ

れ
に
あ
た
る
。

　
（
三
）理
事
は
、
教
育
振
興
会
副
会
長
三
名（
一
・
三

学
年
の
部
会
長
、
教
頭
）及
び
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
な
か

か
ら
選
出
さ
れ
た
三
名
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
（
四
）幹
事
は
、
教
頭
、
事
務
部
長
、
生
徒
課
長
、

総
務
課
長
、
保
護
者
一
名（
二
学
年
）及
び
部
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
た
二
名
が
こ
れ
に
あ
た

る
。

　
（
五
）監
事
は
、
保
護
者
二
名（
一
・
三
学
年
各
一
名
）

が
こ
れ
に
あ
た
る
。

（
役
員
の
任
務
）

第
七
条　

役
員
の
任
務
は
次
の
通
り
と
す
る
。

　
（
一
）会
長
は
会
務
を
統
括
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

　
（
二
）副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ

る
時
は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

　
（
三
）理
事
は
本
会
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

　
（
四
）幹
事
は
会
務
の
企
画
、立
案
、執
行
に
あ
た
る
。

　
（
五
）監
事
は
本
会
の
事
業
並
び
に
会
計
を
監
査
す

る
。

（
顧　

問
）

第
八
条　

本
会
に
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
、
顧
問
は
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
会
長
が
委
嘱

す
る
。

（
事
務
局
）

第
九
条　

事
務
局
は
、
会
長
委
嘱
に
よ
る
事
務
局
員

で
構
成
し
、
日
常
業
務
を
処
理
す
る
。

（
会　

議
）

第
十
条　

本
会
の
会
議
は
総
会
、
理
事
会
、
幹
事
会

と
す
る
。

　
（
一
）総
会
は
年
一
回
召
集
し
、役
員
の
承
認
、予
算
・

決
算
の
承
認
、
規
約
の
改
正
、
そ
の
他
必
要
事
項
を

議
決
す
る
。
ま
た
、
必
要
あ
る
と
き
は
臨
時
総
会
を

召
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　

　
（
二
）理
事
会
、
幹
事
会
は
必
要
に
応
じ
て
随
時
会

長
が
召
集
し
、
総
会
に
提
出
す
る
議
案
に
関
す
る
こ

と
、
本
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
必
要
事

項
を
審
議
す
る
。

　
（
三
）理
事
会
は
会
長
、副
会
長
、理
事
で
構
成
す
る
。

　
（
四
）総
会
及
び
理
事
会
の
議
長
は
会
長
が
務
め
る
。

　
　
　

幹
事
会
の
議
長
は
教
頭
が
務
め
る
。

（
経　

費
）

第
十
一
条　

本
会
の
経
費
は
、
一
般
会
員
会
費
、
賛

助
会
員
会
費
、
そ
の
他
の
収
入
を
以
て
こ
れ
に
あ
て

る
。

　
（
一
）各
会
員
の
会
費
は
次
の
通
り
と
す
る
。

　

一
般
会
員（
保
護
者
）　

一
五
、〇
〇
〇
円

　

特
別
会
員（
教
職
員
）　　

五
、〇
〇
〇
円

　

賛
助
会
員　
　
　
　
　

一
〇
、〇
〇
〇
円
以
上

　
（
二
）一
般
会
員
が「
山
形
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料

等
徴
収
条
例
」第
八
条
の
授
業
料
の
減
免
に
該
当
し
た

と
き
は
会
費
を
減
免
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

納
付
済
み
の
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
行
わ
な
い
。

（
会
計
年
度
）

第
十
二
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
か

ら
翌
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

〔
付　

則
〕

本
会
の
規
約
は
、
次
の
と
お
り
制
定
・
改
正
す
る
。

　

昭
和
三
十
二
年
九
月
十
九
日
制
定

　

昭
和
四
十
年
六
月
一
日
改
正

　

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
五
日
改
正

　

昭
和
四
十
九
年
五
月
十
五
日
改
正

　

昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十
四
日
改
正

　

平
成
三
年
三
月
一
日
改
正

　

平
成
四
年
五
月
二
十
二
日
改
正

　

平
成
十
五
年
四
月
二
十
六
日
改
正

　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
八
日
改
正

　

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
六
日
改
正

平
成
二
十
九
年
度

体
育
文
化
後
援
会
役
員

顧
　

問

今
井　

昭
二

顧
　

問

駒
形　
　

衛

顧
　

問

土
澤　

幸
雄

顧
　

問

内
藤　

文
徳

会
　

長

小
島
長
五
郎

副

会

長

横
戸　
　

隆
（
校
長
）

副

会

長

佐
藤　

知
由
（
二
学
年
）

副

会

長

宗
川　

真
希

理
　

事

片
桐　
　

茂
（
三
学
年
）

理
　

事

赤
木　

博
幸
（
一
学
年
）

理
　

事

海
和　

雅
人
（
教
頭
）

理
　

事

遠
藤　

岩
根

理
　

事

小
野　

隆
夫

理
　

事

原
田　

正
夫

幹
　

事

海
和　

雅
人
（
教
頭
）

幹
　

事

鈴
木　
　

基

幹
　

事

鈴
木　

文
雄

幹
　

事

遠
藤　

正
明
（
二
学
年
）

幹
　

事

稲
村　

邦
彦
（
事
務
部
長
）

幹
　

事

齋
藤　

幸
司
（
生
徒
課
長
）

幹
　

事

原
田　

知
明
（
総
務
課
長
）

監
　

事

漆
山　
　

裕
（
三
学
年
）

監
　

事

原　
　

敏
之
（
一
学
年
）

事
務
局
長

五
十
嵐
弘
一
（
職
員
）

事

務

局

吉
田　

康
輔
（
職
員
）

事

務

局

山
口　
　

優
（
職
員
）

事

務

局

多
田　

貞
春
（
職
員
）

事

務

局

松
尾　
　

翠
（
職
員
）

事

務

局

小
林　

健
也
（
職
員
）

事

務

局

芳
賀
有
美
子
（
職
員
）

事

務

局

舩
山　

洋
子
（
職
員
）

米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
体
育
文
化
後
援
会
規
約
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（
原
則
と
し
て
五
十
音
順
・
敬
称
略
・
平
成
30
年
２
月
13
日
現
在
）

賛
助
会
員
名
簿

あたたかいご支援・ご協力ありがとうございました

（一財）
三
友
堂
病
院

米
沢
市

（医）
杏
山
会
吉
川
記
念
病
院

長
井
市

（医）
く
ま
の
医
院

米
沢
市

（医）
さ
の
医
院

米
沢
市

（医）
三
條
歯
科
医
院

米
沢
市

（医）
大
道
寺
医
院

米
沢
市

（医）
田
中
ク
リ
ニ
ッ
ク

米
沢
市

㈱
吾
妻
ス
ポ
ー
ツ

米
沢
市

㈱
一
文
字
屋

米
沢
市

㈱
植
杉
造
園

米
沢
市

㈱
上
杉
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
米
沢
市

㈱
羽
陽
印
刷

米
沢
市

㈱
エ
ー
ビ
ー
エ
ム

米
沢
市

㈱
遠
藤
書
店

米
沢
市

㈱
川
島
印
刷

米
沢
市

㈱
小
嶋
総
本
店

米
沢
市

㈱
小
島
洋
酒
店

米
沢
市

㈱
後
藤
組

米
沢
市

㈱
振
興
電
気

米
沢
市

㈱
志
ん
柳

米
沢
市

㈱
セ
ゾ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

高
畠
町

本
田
貞
夫

米
沢
市

本
田
健
夫

岩
手
県

本
田
祐
次

米
沢
市

松
岸
歯
科
医
院

川
西
町

三
桝
屋

川
西
町

米
沢
共
立
ビ
ル
㈱

米
沢
市

米
沢
信
用
金
庫

米
沢
市

我
妻
建
設
工
業
㈱

米
沢
市

我
妻
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所
米
沢
市

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ･

Ｏ
Ｇ
会

サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

卓
球
部
Ｏ
Ｂ
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会

柔
道
部
Ｏ
Ｂ
会

弓
道
部
後
援
会

水
泳
部
Ｏ
Ｂ
会

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
会

吹
研
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

剣
道　

無
学
会

陸
上
競
技
部
後
援
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会（
興
庭
会
）

（
バ
ド
部
）Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ

ホ
ッ
ケ
ー
部
Ｏ
Ｂ･

Ｏ
Ｇ
会

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

同
窓
会
関
西
支
部

京
都
府

同
窓
会
宮
内
支
部

南
陽
市

小
野
隆
夫

米
沢
市

置
賜
建
設
㈱　

米
沢
市

黄
木
正
登

米
沢
市

花
園

米
沢
市

金
子
建
設
工
業
㈱

米
沢
市

県
南
自
動
車
学
校

高
畠
町

コ
カ･

コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

米
沢
市

佐
藤
歯
科
医
院

白
鷹
町

酒
井
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

米
沢
市

笹
生
歯
科
医
院

米
沢
市

尻
髙
邦
夫

東
京
都

招
湯
苑

米
沢
市

司
法
書
士　

猪
口
春
生

米
沢
市

鈴
木
歯
科
医
院

米
沢
市

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
米
沢
杉
の
目
町
店

米
沢
市

税
理
士
法
人「
豊
」 

土
田
一
成
米
沢
市

宗
川
巧
業
㈱

米
沢
市

相
馬
写
真
館

米
沢
市

高
橋
歯
科
医
院

米
沢
市

千
代
田
電
工
㈱

米
沢
市

土
澤
幸
雄

米
沢
市

東
北
警
備
保
障
㈱

米
沢
市

中
條
歯
科
医
院（
中
條
良
文
）
米
沢
市

中
條
医
院（
中
條
明
夫
）

米
沢
市

内
藤
文
徳

米
沢
市

中
山
胃
腸
科
内
科
医
院

米
沢
市

日
本
防
災
工
業
㈱

米
沢
市

林
歯
科
医
院

米
沢
市

㈱
大
丸
石
油
店

米
沢
市

㈱
ナ
ウ
エ
ル

米
沢
市

㈱
日
本
ブ
ラ
イ
ト

米
沢
市

㈱
平
山
孫
兵
衞
商
店

米
沢
市

㈱
フ
ー
デ
ィ
ー

米
沢
市

㈱
山
形
読
売
旅
行
会

米
沢
市

㈱
米
沢
自
動
車
学
校

米
沢
市

㈱
米
沢
牛
黄
木

米
沢
市

㈱
り
ん
ご
苑

高
畠
町

㈲
相
田
仏
光
堂

米
沢
市

㈲
キ
ョ
ウ
ド
ウ
印
刷

米
沢
市

㈲
三
愛
サ
ー
ビ
ス

米
沢
市

㈲
シ
テ
ィ
プ
リ
ン
ト

米
沢
市

㈲
ナ
カ
タ
薬
局　

米
沢
市

㈲
肉
の
さ
か
の

米
沢
市

㈲
ハ
ヤ
シ
薬
局

米
沢
市

㈲
毘
龍
レ
ン
タ
カ
ー

米
沢
市

㈲
山
木
鈴
木
商
店

米
沢
市

あ
さ
ひ
歯
科
医
院

米
沢
市

遠
藤
岩
根

米
沢
市

駅
前
最
上
接
骨
院

米
沢
市
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